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発刊によせて 
岡山県学校図書館協議会 
会 長 鳥 越 信 行  

各学校におかれましては、図書館の魅力増進や児童・生徒の読書指導の推進等に御尽力

いただくとともに、本協議会の取組への御支援・御協力を賜り心より感謝申し上げます。

今年度は、コロナ禍の厳しい状況の中ではありましたが、本部会の皆様の積極的な研究実

践と御協力に支えられ、安全に配慮しながら可能な範囲で事業を展開してまいりました。    
そして、このたびその活動記録として、「岡山県学校図書館研究集録第５７号」を発刊す

る運びとなりました。平成２６年度までは、印刷製本してまとめていましたが、経費節減

のため平成２７年度からはホームページに掲載し、公開させていただいております。 
さて、グローバル化し、ＡＩ化していく変化の激しい社会の中で、未来を担う子どもた

ちに求められる資質・能力は、主体的に問題を発見・解決し、協働しながら新しいものを創

造していく力であり、その資質・能力を育てるのが探究学習であると考えられています。

そして、新学習指導要領では、必修科目である「総合的な学習の時間」は「総合的な探究の

時間」と名称変更されるなど、「探究」がキーワードとなっています。 
ご存じのように、学校図書館には、「読書センター」の機能に加えて「学習センター」「情

報センター」の機能があります。近年、図書や新聞などのアナログ情報だけでなく、インタ

ーネットなどのデジタル情報も扱い、多様なメディアを備える学校図書館は、「主体的・対

話的で深い学び」を実現し、協働的な問題解決学習を支援できる「学習・情報センター」と

して、大きな期待が寄せられています。 
さらに、そのような力を育むためには、校内のみならず校種を越えて段階的に指導を積

み重ねることが必要だと言われています。児童・生徒が発達段階に応じた形で読書活動や

図書館を活用した学習に主体的に関わったり参加したりできるよう、学校図書館に携わる

もの同士がさまざまな面で協働・連携し、その環境を整えていくことが大切です。今後も

学校図書館の充実に、御理解・御協力をいただけますと幸いです。 
最後になりましたが、この研究集録を発刊するにあたり、多大な御尽力・御協力をいた

だきました関係者に厚く感謝申し上げ、巻頭のあいさつといたします。 
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Ⅰ  日　程Ⅰ  日　程

6月 18 日（木） 応募要項配布

  第１回支部事務局長会議席上

10 月 1 日（木） 応募締め切り（必着）

  応募先・事務局

  * 小・中 ･･･ 岡山市立香和中学校

笹野　恭代

  * 高校 ･･･ 岡山県立倉敷青陵高等学校

王尾　宏造

10 月 8 日（木） 第 1回合同審査会

　  ～  《審査期間》

10 月 22 日（木） 第 2回審査会（最終審査）

  〈小学校・中学校・高等学校 校種別〉

12 月 10 日（木） 表彰式

Ⅱ　県審査員Ⅱ　県審査員

審査委員長（SLA 会長）

鳥越　信行 岡山県立倉敷南高等学校

審査副委員長（SLA 副会長）

森　　　淳 岡山市立岡南小学校

青木　伸晃 岡山市立操南中学校

審査委員

熊代　正人 岡山市立野谷小学校

安原　彩恵 岡山市立野谷小学校

大角　美奈 岡山市立桃丘小学校

松田　裕子 岡山市立御南小学校

平野　美帆 私立就実小学校

八田八寿子 岡山市立旭東小学校

中井　教代 岡山市立雄神小学校

西崎　　久 岡山市立雄神小学校

藤谷　　望 岡山市立妹尾小学校

片山　実季 赤磐市立山陽東小学校

田岡　香澄 備前市立東鶴山小学校

東　　真穂 備前市立伊部小学校

溝口　　篤 玉野市立八浜小学校

第 66 回読書感想文岡山県コンクール第 66 回読書感想文岡山県コンクール

松本杏希子 玉野市立八浜小学校

風早　真弓 玉野市立大崎小学校

岡本　好子 早島町立早島小学校

西崎　未青 倉敷市立大高小学校

吉田　佑香 倉敷市立水島小学校

川﨑　由貴 倉敷市立児島小学校

山下　友之 倉敷市立富田小学校

小河　由香 倉敷市立呉妹小学校

中山　真美 倉敷市立船穂小学校

洲本　朋子 浅口市立寄島小学校

花田　京子 浅口市立鴨方西小学校

三海　知佳 矢掛町立山田小学校

平松江里子 高梁市立巨瀬小学校

冨谷　幸恵 新見市立上市小学校

尾原　友美 津山市立清泉小学校

山本富士子 鏡野町立鶴喜小学校

三谷　由香 新庄村立新庄小学校

阿部ひとみ 真庭市立湯原小学校

清友ひとみ 真庭市立米来小学校

加藤　夕貴 真庭市立川東小学校

福森 　裕加 岡山理科大学附属中学校

森 　さやか 朝日塾中等教育学校

金谷 絵美子 玉野市立東児中学校

藤本　久美 倉敷市立東中学校

山本由里子 新見市立大佐中学校

荒嶋　 惠梨 赤磐市立桜が丘中学校

安藤　恵美 津山市立中道中学校

笹野　恭代 岡山市立香和中学校

海野　行晴 岡山市立岡輝中学校

若狭　真司 岡山県立邑久高等学校

高橋めぐみ 岡山県立岡山東商業高等学校

荒金　恭子 岡山県立和気閑谷高等学校

福江　博之 岡山県立岡山工業高等学校

木村　真緒 岡山県立西大寺高等学校

小澤　晶子 倉敷市立工業高等学校

佐藤　俊英 興譲館高等学校

采女　　結 井原市立高等学校

大久保緑子 高梁市立宇治高等学校

藤森　紀子 岡山県立高松農業高等学校
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Ⅲ　岡山県指定図書Ⅲ　岡山県指定図書

学年向
書名（シリーズ）

著者名
発行所

小

（低）

『はるかちゃんが、手をあげ

た』 童心社

さとうあや

『あらいぐまのせんたくも

の』 童心社

大久保雨咲

『ぼくはなきました』 東洋館

出版社くすのきしげのり

小

（中）

『びっくりしゃっくりトイレ

そうじ大作戦』
佼成

出版社
野村一秋

『ハヤクさん一家とかしこい

ねこ』 徳間書店

マイケル・ローゼン

『つながる』
アリス館

長倉洋海

小

（高）

『となりのアブダラくん』
講談社

黒川裕子

『ほんとうの願いがかなうと

き』 偕成社

バーバラ・オコーナー

『故郷の味は海を越えて「難

民」として日本に生きる』 ポプラ社

安田奈津紀

中
学
校

『アドリブ』 あすなろ

書房佐藤まどか

『希望の図書館』
ポプラ社

リサ・クライン・ランサム

『ことばハンター国語辞典は

こうつくる』 ポプラ社

飯間浩明

Ⅳ　結果Ⅳ　結果

1) 応募作品数・応募校数

区分 平成30年度 令和元年度 令和２年度

小学校低学年 6,402 編 6,340 編 3,481 編

小学校中学年 10,976 編 10,478 編 5,329 編

小学校高学年 11,779 編 10,876 編 6,084 編

中学校 24,661 編 23,480 編 19,118 編

高等学校 13,271 編 13,877 編 8,546 編

計 67,089 編 65,051 編 42,558 編

応募校数 589 校 576 校 556 校

2) 特別賞受賞者（最優秀賞受賞者）

岡山県知事賞

　倉敷市立長尾小学校 ６年　伊井りおな

岡山県議会議長賞

　倉敷市立児島小学校 ４年　斎藤　有翔

岡山県教育委員会教育長賞

　玉野市立大崎小学校 ２年　平藤　正堂

岡山商工会議所会頭賞

　倉敷市立西中学校 ３年　金井　侑里

岡山市長賞

　岡山県立倉敷天城高等学校 １年　宮本　　恵

岡山県読書推進運動協議会会長賞

　鏡野町立南小学校 ６年　福田　雫月

　赤磐市立豊田小学校 ５年　芳形　浩人

　岡山大学教育学部附属中学校 ３年　杉本萌々子

毎日新聞岡山支局長賞

　岡山市立福田小学校 ２年　波多野陽太

　倉敷市立粒江小学校 １年　長尾　颯希

　岡山県立笠岡商業高等学校 ３年　原田　琴未

岡山県学校図書館協議会会長賞

　倉敷市立大高小学校 ３年　西岡　奈優

　玉野市立荘内小学校 ４年　三宅　遼果

　岡山大学教育学部附属中学校 ２年　垂水　陸空

3)　全国コンクール入賞者

全国学校図書館協議会長賞

　玉野市立大崎小学校 平藤　正堂

サントリー奨励賞

　倉敷市立長尾小学校 伊井りおな

毎日新聞社賞

　岡山県立笠岡商業高校 原田　琴未
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審査概評

小学校低学年の部

◉自由読書

　今年度の県審査対象作品は、1 年生が二十四編、

二年生が三十六編、計六十編であった。昨年と比

べると九編減ったが、コロナ禍で夏休みが短くなっ

た中でもよく取り組んでいると感じた。

　感想文に取り上げられた内容は、家族や友達と

の関わりをテーマにしたものが三十編程度、次い

で、動物や生き物に関するもの、戦争・平和・自

然災害について考えたものなど多岐にわたってい

た。物語が大半を占めていたが、図鑑や説明的文章、

ノンフィクションを読んだ作品、高学年の課題図

書を読んだ作品もあり、低学年から読書の幅が広

がっていることを感じた。

　本との出会いについては、本の題名にひかれた、

家族や先生や友達に紹介された、好きな作者やシ

リーズの本を選んだなどであった。

　審査を進めていく中で感じたことは、物語の主

人公と自分を重ね合わせながら物語の世界を味わ

い、自分の経験を振り返り、感じたこと、考えた

ことを素直に綴ったものが多かった。中でも、今

年はコロナ禍で家で過ごすことで家族との関わり

が増え、読書を通して家族との繋がりについて見

つめ直し、家族や兄弟に対する「大好き」や「あ

りがとう」の気持ちと、これからの決意を表すも

のが多かった。

広島の原爆、西日本豪雨、病気やウイルス、ごみ

問題などにも思いをはせ、家族とともに暮らす幸

せや平和の尊さについて考え、表現しているもの

もあった。

　図鑑や昆虫、水の大切さ、サッカーについての

本を読むことで、自分の興味関心を深めたり、疑

問を解決したりする作品も見られた。サッカーテ

クニックの本から、仲間と協力することや、規則

正しい生活にしていきたいと思いを綴ったものも

あった。

　表現の方法としては、選書の理由、あらすじと

読み取り、読後の感想という基本的な構成ができ

ている作品が多かった。また、一番心に残った部

分を自分の体験や気持ちと重ね合わせながら表現

することから始めるものもあった。一方で、主人

公へ語りかける書き方のものもあり、低学年らし

い素直な思いがよく表れていた。いずれにしても、

低学年でありながらもしっかりと書けている印象

が強かった。

　低学年にとっては、八百字に感想をまとめるこ

とは容易ではないと思われるが、読書を通して、

自分の生活や経験を振り返ったり、新しいことに

感動したりして、伝えたいことを表現することが

できていた。

　審査を終えて、低学年児童の感性や表現力の豊

かさに感動させられた。読書は、子どもたちのも

のの見方や考え方を変えたり、広げたりするきっ

かけをくれるのだと実感し、読書の素晴らしさを

改めて感じることができた。これからも、多くの

本と出会い、新しい感動や発見を見つけていって

ほしい。そして、さらに豊かな感性を育んでいっ

てくれることを願う。

担当　冨谷　幸恵

◉課題読書

　今回の県審査対象作品は、1 年生十七編、二年

生十七編、合計三十四編でした。これを図書別に

みると次の通りです。

『ながーい五ふん　みじかい五ふん』 二十五編

『タヌキのきょうしつ』 五編

『山のちょうじょうの木のてっぺん』 三編

『おれ、よびだしになる』 一編

　全体として、自分の体験と重ね合わせ共感した

り、解決策を考えたりしたことを、素直に表現し

ている作品が多く見られました。図書別にまとめ

ると次のようになります。

『ながーい五ふん　みじかい五ふん』

　五分っていろいろあるんだよね。列にならんて

いるとき、ジェットコースターに乗っているとき

…。同じ五分でも違って感じる。五分は長い？五

分は短い？日常生活を振り返ってみると、主人公

− 1-3 −



と同じように感じている児童が多く、自分にとっ

てのながーい五ふんやみじかい五ふんを共感しな

がら考えている感想が多く見られた。

　自分の体験と重ね合わせて長い五分や短い五分

を考えていくうちに、自分の心と時間の感じ方に

は関係があることに気が付いた児童も多く、また、

どんな五分にしていくか、考えを書いた感想もあ

りました。

『タヌキのきょうしつ』

　物語の舞台は少し昔の広島。タヌキのお父さん

は人間の子どもに化けて小学校で勉強をします。

夜になると、お父さんが先生となって教室で子ダ

ヌキ達が勉強します。タヌキたちが楽しそうに勉

強する様子やお父さんダヌキの姿に、自分や家族

の姿を重ね合わせた感想が見られました。

時がたち、戦争で人々もタヌキもたくさんのもの

が奪われてしまいました。戦争について家族に聞

いたり、パネル展に行ったりして戦争や原子爆弾

の恐ろしさを感じたことが素直な文章で書かれて

いました。平和であること、当たり前のことが当

たり前にできることに幸せを感じている作品があ

りました。

『山のちょうじょうの木のてっぺん』

　にしやんの家で飼っていた犬のごんすけ。ごん

すけは、人の年齢にすると百歳ぐらいのおじいさ

んです。病気とトシで弱って死にそうになってい

ます。ごんすけに優しく寄り添うにしやんやお母

さん、そして友達のいがらしくんの姿が印象的な

物語です。児童の感想には、自分の家で飼ってい

るペットと重ね合わせて思いを綴っている作品も

多くありました。また、命あるものを飼う責任を

重く感じている感想もありました。

『おれ、よびだしになる』

　小さいころからすもうが好きな主人公。おすも

うさんが好き？いえいえ、一番好きなのはよびだ

しさん。この物語は、自分の好きなよびだしさん

になるために、たくさんの努力をし夢をかなえる

お話です。感想でも、自分の将来の夢や、夢をか

なえるために家族に支えられていることを書いて

いる作品がありました。夢を持ち努力することの

すばらしさを感じました。

　感想文が書かれた作品には偏りがありましたが、

自分の体験と重ね合わせ心情を読み取ったり、低

学年らしい素直な表現がたくさん見られたりしま

した。これからも素敵な本と出会い、感動や学び

を積み重ね、心を豊かにしていってほしいです。

担当　尾原　友美

◉指定読書

　今年度の県審査対象作品は、一年生十四編、二

年生二十四編、合計三十八編であった。これを図

書別に見ると、次の通りである。

『あらいぐまのせんたくもの』 九編

『はるかちゃんが、手をあげた』 十二編

『ぼくはなきました』 十七編

　どの図書も題名の中に「あらいぐま」「はるかちゃ

ん」「ぼく」といった主人公と思われる名前があり、

その主人公が何を洗濯したのか、どうして手を挙

げたのか、なぜ泣いたのかに興味を引かれ選んだ

児童が多かった。

　それぞれの指定図書について、感想の傾向をま

とめてみると、次のようになる。

『あらいぐまのせんたくもの』

　ある日、コインランドリーで出会ったおばあさ

んとあらいぐま。あらいぐまは「かなシミ」とい

うシミが付いたハンカチをおばあさんに洗ってほ

しいとお願いをする。洗濯を待つ間、アライグマ

が話す、仲良しのきつねとけんかをして、謝りた

くても謝ることができない悲しい話を自分の体験

と重ね合わせ、共感しながら読み進めた児童が多

かった。「かなシミ」は目に見えない心のシミ。だ

から、相手の気持ちを考え、素直に謝る勇気や、

おばあさんのように悲しむ相手の気持ちにより添

う優しさを学んだ作品が多かった。また、「かなシ

ミ」という言葉が印象に残り、勇気や優しさで「か

なシミ」を「たのシミ」や「うれシミ」に変えて

いきたいという感想があったのが特徴的だった。

『はるかちゃんが、手をあげた』

　病気で一週間遅く入学したはるかは、初めて教
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室に行った時、みんなにじっと見られはずかしく

てその日からしゃべることができなくなった。あ

る日、席替えで隣の席に学級一元気な男の子あき

らがくる。あきらは、はるかの分まで手を挙げた

り話しかけたりして、やがてはるかは・・・・・・。

多くの作品が、自分とはるかの似ている点を見つ

け、自信や勇気がなくて手を挙げることができな

いはるかに共感しながら読み進めていた。そして、

遥かのように勇気を出し、苦手なことに挑戦して

いきたいという感想が多かった。また、はるかの

ことをさりげなく応援したり励ましたりするあき

らの姿に心を打たれ、自分も身近な誰かが勇気を

出すお手伝いをしていきたいという感想も多く見

られた。

『ぼくはなきました』

　参観日に自分のいいところを発表することにな

り悩むそうた。友達のいいところはいくらでも見

つけられるのに、自分のいいところは全く見つけ

られず、泣き出しそうなそうたに先生がそっと、「と

もだちのいいところをたくさんみつけられるのは、

そうたくんのいいところです。」と教えてくれ、う

れしくて泣いてしまったお話。いつもは叱られて

ばかりの主人公そうたに親しみを感じ、そうたに

寄り添い、共に悲しんだり喜んだりしながら読ん

だのではないだろうか。読み終えた後、では自分

のいいところはどこだろうかと自分で見つけよう

としたり家族に尋ねたりして、今まで自分では気

付かなかった自分のいいところが見つかってうれ

しかったという子どもらしい素直な感想が多かっ

た。また、いいところは自分では見つけにくいも

のだから、これからは友達のいいところを進んで

見つけていきたいという感想も多く見られた。

  全体として、主人公と自分を重ね合わせ心情を

想像したり共感したりしながら読み深め、感想を

素直に表現している作品が多かった。また、自分

を見つめ直し、勇気や優しさをもち心豊かに生き

たいと願う気持ちが表現されていた。

  これからも、いろいろな本の世界を楽しみ、感

性豊かに育っていってほしい。

担当　清友　ひとみ

小学校中学年の部

◉自由読書

　自由読書の部で審査の対象となった作品は、

四十九編であった。学年別に見ると、三年生が

二十四編、四年生が二十五編であった。

　感想文に取り上げられた内容は、家族、友情、

環境、平和・戦争、福祉など多岐にわたっていた。

幅広い分野から本が選ばれており、中学年の児童

の読書に対する興味や関心の広がりが感じられる

ものだった。本との出会いについては、家族の薦め、

本の題名や表紙に心をひかれて、自分の夢や興味

から、学習して興味をもったからなど様々であっ

た。

　物語を扱った作品においては、登場人物と自分

を重ねて共感的に読んだり、「なぜ」「どうして」

と疑問をもちながら対比的に読んだりする中で、

家族や友達とのつながりを見つめ直したり、自分

の行動を振り返って新たな夢や目標をもったりし

ているものが多くみられた。読書をする中で心を

動かされ、自分の心の成長や周りの人を見る目の

成長が感じられる作品が多く、心温まるものであっ

た。ノンフィクション類の作品も多くあった。戦

争や平和を取り上げたものでは、本を読む中で知っ

た戦争の恐ろしさや悲惨さをつづるだけでなく、

平和の大切さとともに平和を守っていくために自

分にできることは何かを考え、行動していこうと

する思いをつづった作品、プラスチックごみによ

る海洋汚染で生き物の命が危険にさらされている

ことを知り、環境問題について考えた作品、世界

の子どもたちの現状について知ったことをきっか

けに、当たり前に思っていた自分たちの生活が恵

まれていることに気付き、自分のできることを考

えた作品。中学年の児童にとっては難しいテーマ

であると思われるが、本との出会いをきっかけに、

自分の周りだけでなく広く世界や自然にまで思い

を広げ、中学年の子どもたちなりに、自分のこと

としてとらえて表現したものが多く感心した。

　文章表現については、選書の理由、あらすじ、
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読後感想という構成の作品が多かった。本と出会っ

たきっかけ、心に残った言葉の引用、登場人物へ

の語りかけなど、書き出しから感想文の読み手を

引き込む様々な表現の工夫も見られた。本を読む

中で、自分と重ね合わせながら考えたこと、気付

いたこと、そこから生じた心の変化など、自分の

思いを言葉で表現することは容易なことではない。

また、それらを一つの感想文としてまとめること

も難しい。そうした難しさの中で、巧みな表現で

はなくとも、本と真剣に向き合い自分の思いを素

直に表現している作品が印象に残った。

　審査を進めていく中で、本のもつ力、読書のす

ばらしさを改めて感じることができた。家にあっ

た本であまり期待せず読み始めたが、読み進める

うちにどんどん本の世界にはまっていったという

感想もあった。出会い方は様々でも、一冊の本と

の出会いは、児童が読書のおもしろさを知るきっ

かけになったり、何かを考えるきっかけになった

りする。手に取った一冊の本に心が動かされ、家

族や友達、自分のくらし、今まで当たり前に思っ

ていたものに対する見方や考え方が変わっていく。

読書は、様々な見方や考え方、感じ方を私たちに

教えてくれる。

　読書感想文を書くことは、もう一度自分の心と

向き合い、本から得た感動、自分の成長を確かな

ものとして、自分の心に刻むことではないだろう

か。今回、感想文を書く中で本から感じたこと、

考えたことを大切にしてほしいと思う。そして、

これからもたくさんの本と出会うことで、さらに

心豊かな人間に育っていってほしいと願っている。

担当　　熊代　正人

◉課題読書

　今年度の県審査対象作品は、三年生二十二編、

四年生十五編、計三十七編であった。これを課題

図書別にみると，次の通りである。　

『青いあいつがやってきた！？』 五編

『ねこと王さま』 六編

『ポリぶくろ、１まい、すてた』 二十一編

『北極と南極の「へぇ～」くらべてわかる地球のこ

と』 五編

　作品数に偏りが見られ、多かった図書は、児童

にとって身近なものが題材になっており、自分の

生活と比べながら読むことができたからではない

かと思われる。多くの児童が登場人物と自分の体

験を重ね合わせて読み、本を読んで知ったことや

感じたことから自分の生活にどう生かしていくか

を書くことができていた。

　課題図書について、それぞれの感想をまとめる

と次のようになる。

『青いあいつがやってきた！？』

　転校先の学校で馴染めないさとしは、流れ星に

願い事をする。次の日、突然、現れたカッパのよ

うな姿の青い生物は、あるミッションのために現

れたという。カッパの言葉に勇気をもらったサト

シは、転校してからなかなか声をかけることがで

きなかったクラスメイトに声をかけようと決心す

る。なかなか上手くいかなかったり、初めの一歩

を踏み出せなかったりするサトシの気持ちに共感

している児童が多かった。転校やクラス替えなど、

自分と似た経験談をもとに自分の考えを書くこと

ができていた。カッパの助言を通して、消極的な

自分から積極的な自分へと変わろうとするサトシ

に勇気づけられ、今後の自分の行動を変えていこ

うという感想が多かった。

『ねこと王さま』

　お城をドラゴンに燃やされて、町で暮らすこと

になった王様。しかし、これまで身の回りのお世

話は全て召し使いがしてくれていたので、どれも

初めての経験だらけ。一緒に暮らすことになった

友達のねこは、何もできない王様のためにいろい

ろな工夫をする。そんなねこの姿に、ちょっとし

た工夫で、生活が楽しくなっていくことに気付か

されたという意見や、ねこと王様の関係に心温まっ

たという感想が多くあった。また、今年は新型コ

ロナウイルスの影響で休校になったことと、王様

が「うんのわるいできごと」で家を失ったことを

重ね合わせて、不自由な中にも楽しみを見つける

ことの大切さを書いているものもあった。身近な
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ことの中から楽しみを見つけるヒントをこの作品

からもらい、自分の生活と結びつけて書くことが

できていた。

『ポリぶくろ、１まい、すてた』

　アフリカのガンビアに暮らすアイサト。少女時

代に、拾ったポリ袋が破れ、周りの人たちがして

いたように道端に捨ててしまう。大人になったア

イサトはある日、ヤギが捨てられたポリ袋を食べ

て死んでしまった話を聞き、ポリ袋をリサイクル

しようと思い立つ。自分の信念のために行動し、

周りの人から笑われようと気にせず突き進むアイ

サトの強さに共感した児童が多かった。また、令

和二年七月一日から全国で一律にポリ袋の有料化

が開始されたことと関連させて、自分の考えを書

いている児童も多くいた。ごみ問題は、児童にとっ

て身近な問題であり、リサイクルやごみ拾いなど

行動しやすい題材である。今までの自分を振り返

り、これからの生活スタイルをどう変えていくか

考え、実際に行動に移している児童もいた。

『北極と南極の「へぇ～」くらべてわかる地球のこ

と』

　朝日新聞社の中山記者が南極と北極に取材し、

それぞれの違いを紹介した本である。分かりやす

い絵や写真とともに質問に答えるような形で書か

れた文章は、児童にとってはとても読みやすく、

興味がもてる作品である。この本を読んで、日本

から遠く離れた南極と北極の違いに素直に驚いた

感想や、南極の氷が溶けていることから地球温暖

化を考える作品が多かった。遠く離れている自分

たちの生活が、南極や北極に影響していることに

驚いたようだった。四年生の児童が書いた作品が

多く、社会科でごみについて学習したことと結び

つけて書いているものがあった。筆者が述べてい

るように、同じ「地球」に住む存在として、自分

たちに何ができるかを考え、どう行動すべきかを

書くことができていた。

　本を読んで、自分を振り返り、学んだことを活

かして実際に行動に移している児童もおり、読書

体験が児童に与える影響の大きさを改めて実感し

た。これからも様々な本を読むことで自分の思い

や考えを広げていってほしいと願う。

◉指定読書

　今回、指定図書の部の県審査対象となった作品

は十六編で、学年別では三年生八編、四年生八編

であった。これを図書別にみてみると、

『びっくりしゃっくりトイレそうじ大作戦』 四編

『ハヤクさん一家とかしこいねこ』 五編

『つながる』 七編

であった。全体として、自分の経験や生活と結び

付けながら、素直に感動や感想を書いている作品

が多かった。

　感想の傾向をまとめると、次のようになる。

『びっくりしゃっくりトイレそうじ大作戦』

由治は一人でトイレ掃除をする。同じ班の友達は

掃除をさぼってばかり。そんなとき、由治は校務

員の林さんと出会う。トイレ掃除が好きだという

林さんにきれいにするこつを教えてもらい、「トイ

レそうじ大作戦」を始める。行列ができるほど人

気の企画だった。日頃トイレ掃除をさぼっている

友達が興味をもって取り組む姿を見て、由治はう

れしくなる。

　実生活の中で、掃除について振り返る感想が多

かった。由治や林さんのように、嫌なことでも進

んでやる気持ちや、失敗してもあきらめない気持

ち、誰かのためになりたいという気持ちをもつこ

とができた。実際に行動に移したときに、「ありが

とう」と言われたり、「えらいね」と褒められたり

し、これからも前向きな気持ちで取り組みたいと

いう感想が見られた。

『ハヤクさん一家とかしこいねこ』

　ハヤクさんのお父さんとお母さんは、いつも慌

てている。ある日、二人はとても慌てていたの

で、息子のハリーを学校に送っていくのを忘れて

しまった。自分のことしか考えていなかったのだ。

そんなとき、飼い猫のトラーのおかげで問題は解

決する。ハヤクさん一家は、時間や心に余裕をもっ

て行動することで、家族を思って行動することが

でき、みんなが楽しく、安心して生活できること
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に気付く。

　ほとんどの児童が、急いでいて物事を中途半端

にしてしまったり、家族や友達の気持ちを考えて

行動することができなかったりした経験がある。

ハヤクさんのお父さんとお母さんが慌てたり、自

分の都合の良いように行動したりしてしまう気持

ちがよく分かるようだ。児童の感想の中には、「慌

てずに落ち着き、一つ一つのことをていねいにや

り遂げたい」「家族や友達を大切にするために、思

いやりの気持ちをもって行動していきたい」と前

向きな気持ちになれたというものが多かった。こ

の図書は、児童の生活と重ねることができ、読書

を通して自分の生活を見つめ直すきっかけとなっ

たようだ。

『つながる』

　写真家の長倉洋海さんは、世界各地を訪れて紛

争地や辺境の地を撮影している。その中で、たく

さんのつながりを見つけてきた。現在と過去との

つながり、文化のつながり、人と人とのつながり、

命のつながり……。たくさんのつながりの中で、

私たちは生きている。つながりが途切れないよう

に、そして、新しいつながりを作るために、私た

ちには何ができるかを考えていく必要がある。

　この図書を読んで多くの児童が、新型コロナウ

イルスに対応する中でのつながりを意識して感想

を書いていた。未知のウイルスによって、たくさ

んのつながりが途切れてしまっている。「学校が休

校になり、大好きな先生や友達に会えなくて寂し

かった」という児童がいた。「習い事に通うことが

できず、辛い思いをした」という児童もいた。一

方で、「世界の人々が話し合い、一生懸命に解決策

を考えている」と世界のつながりを発見した児童

がいた。また、「正解のない問題を自分のこととし

て考えたい」と自分と困難な問題とのつながりを

認識した児童もいた。

これからも読書を通じて、自分の考えや思いを確

かめたり新しい発見をしたりして、心豊かに成長

していってほしいと思う。

担当　三海　知佳

小学校高学年の部

◉自由読書

　自由読書の部で県審査の対象となった作品は、

五十一編であった。学年別に見ると、五年生が

二十四編、六年生が、二十七編であった。

　感想文に取り上げられた内容は、家族、友情、

障害、差別、動物、環境、教育、戦争や平和に関

するものなど多岐にわたっていた。その中でも、

環境問題や動物愛護問題など、今の社会問題に目

を向けたものが多くみられた。また、障害をもつ

人や目標を達成しようとする活動家など、困難を

乗り越える生き様について書いた内容も見られた。

　全体の書きぶりとしては、本の内容に共感した

ことや疑問に思ったこと、感心したことなどの感

想をもとに、自分の経験と結び付けたり、比較し

たりして自分自身の考えをさらに深めて書くこと

ができている作品が多かった。今の社会問題に目

を向けた作品では、自然保護や環境保全といった

現代社会が抱える大きな問題について自分でもで

きることはないかという視点で考えた作品。また、

貧困や国の情勢から、学校に行きたくても行けな

い子どもたちがいることを知って、自分たちにとっ

ては、当たり前の生活がそうではないことに気付

かされ、思いを新たにする作品。他者の生き方に

触れた作品では、障害を抱えながらも前向きに生

きる女性やパラアスリートの生き方に感銘を受け、

自分の考え方や生き方を見つめ直した作品。物語

の主人公の考えや行動から、挑戦することの大切

さ、困難に立ち向かう勇気について、自分の現状

や経験とつなげて、今後の生き方に前向きに反映

させた作品。困っている人を助けたいという看護

師や医師の思いに共感した作品。心に残った作品

は、本に書かれている内容を自分事として真剣に

考え、今、自分は何ができるかを具体的に書かれ

ていた。

　表現の仕方についても目を引くものがあった。

本を読むことになったきっかけについては、印象

に残る言葉を取り入れて、短文や質問から書き始

めた作品。本の題名や表紙に興味をもって、想像
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を膨らませ、思わず手に取ったという作品。普段、

感じている疑問を解決するために手に取ったとい

う作品など読み手に伝わるように分かりやすくま

とめられているものが多かった。

　審査を通して感じたことは、読書感想文という

ものの難しさである。読書感想文は、自分の生活

体験と結び付けて書くことが求められる。残念な

がら、本の感想だけになっているものがいくつか

あった。逆に、経験についての記述が多くなり、

本の内容に関する記述が薄くなっているものも

あった。また、具体的な事例を挙げていないために、

最後の部分が一般論でまとめられているような印

象を受けたものもあった。本の内容についての感

想、それに関連する自分の経験や考えの変容、ま

とめといった構成のバランスがあってこそ、より

心に訴える読書感想文になるといえる。読書感想

文に取り組むことは、大変なことではあるが、一

冊の本とじっくり向き合い、自己の変容や高まり

を文章に表すことで、これまでの生き方を振り返っ

たり、新たな考えに気付いたりすることができる。

　「本は、心の栄養」とよく言われる。本には、心

を豊かにするためのヒントや答えがたくさんつ

まっている。知識を得られることはもちろんだが、

何か悲しいことや辛いことがあったとき、一冊の

本が心の支えになるかもしれない。気持ちを奮い

立たせてくれるかもしれない。「この本に出会えて

よかった。」そう思える一冊と出会ってほしい。そ

のためには、まず、たくさんの本を手に取ってほ

しい。そして、これからの人生をより豊かなもの

にしてほしいと願う。

担当　吉田　佑香

◉課題読書

　今回、課題読書の部の県審査対象となった作品

は四十二編で、学年別では、五年生が二十三編、

六年生十九編であった。これを図書別に見ると、

『ヒロシマ消えたかぞく』 十七編

『風を切って走りたい！夢をかなえるバリアフリー

自転車』 十五編

『月と珊瑚』 六編

『飛ぶための百歩』 四編

であり、作品数に偏りが見られた。高学年らしく

文章構成がしっかりしている作品が多く寄せられ

ていた。どの作品も、自分に置き換えて捉えており、

登場人物に思いを馳せ、自分と重ねたり、今の自

分と比較したりしながら、素直な思いや感動を自

分の言葉で表現することができていた。四つの課

題図書について、それぞれの感想をまとめると次

のようになる。

『ヒロシマ消えたかぞく』

　広島平和記念資料館に展示されていたアルバム。

そこには鈴木さん一家のはじける笑顔や日々の暮

らし、町の風景が写し出され、愛情にあふれてい

た。ところが、この家族は原爆で一家全滅したと

いう。ヒロシマの消えた家族の写真を通して「思い」

を伝えている。児童は、写真から食べ物もなくい

つ敵の飛行機が飛んでくるか分からない戦争中で

さえもお互いを大切に思いながら日常を笑顔で懸

命に生きた家族の強さ、温かさを感じ取っていた。

そして、一発の原爆がこの鈴木さん一家も消し去っ

たことを知ることで、原爆の威力・戦争の悲惨さ

をより強く感じたことを表現していた。戦争があっ

たことを忘れてはいけないこと、二度と戦争を起

こしてはいけないことを自分たち世代が引き継い

でいかなければいけないと結んでいる作品が多く、

頼もしさを感じた。

『風を切って走りたい！夢をかなえるバリアフリー

自転車』

　体の不自由な人のため、四十年間で二千六百台

もの自転車を作り続けてきた堀田さん。その日の

食事にも困る厳しい生活だったにもかかわらず自

転車を作るために努力を重ねた。苦難も乗り越え

挑戦する姿を描いた実話である。児童は、体が不

自由な人には無理だと決めつけるのではなく、誰

にも苦手があるように、歩いたり手に力を入れた

りすることが苦手があるというように、見方・考

え方が変わったという気持ちを表現していた。さ

らに、堀田さんの生き方を通して、堀田さんのよ

うに人の役に立てる人、役に立てる仕事に就きた
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いと将来の自分を語っている作品がほとんどで

あった。

『月と珊瑚』

　主人公の名前は珊瑚。沖縄に暮らす子ども達が、

沖縄の悲しい歴史を知り、米軍基地と共に生活し

ている現状に気づいて成長する様子が、珊瑚の日

記の形で語られる。今でも戦闘機が飛んでいる日

常を送っている沖縄の人たちの気持ちを知り、戦

争についてもっと勉強したくなったという思いを

表した作品も見られた。また、この図書が、自分

の学校生活における友達との関係を見直すきっか

けとなり、これからの自分はどうありたいかが素

直に表現された作品もあった。

『飛ぶための百歩』

　幼い時に失明した少年ルーチョが、山小屋で出

会った少女キアーラとワシのヒナを見に行く。し

かしそのヒナを二人組の密猟者が狙っていた。二

人の成長と五感を大切にすることで得られる喜び

を描いている。自分の欠点を認めることが他人へ

の優しさにつながる、未来に向かって羽ばたく努

力をしようと考えている作品が印象的だった。

担当　風早　真弓

◉指定読書

　今回、指定図書の部の県審査対象となった作品

は、二十三編でこれを図書別に見ると、

『となりのアブラダくん』 十八編

『ほんとうの願いがかなうとき』 一編

『故郷の味は海をこえて』 四編

であった。

　数に偏りはあるもののそれぞれの作品は、「難民

問題」「異文化理解」「家族のあり方」等、今を生

きる子どもたちが考えていかなければならない社

会問題がテーマとなっている。本から託されたメッ

セージをしっかりと捉え、伝えていきたいこと、

実行に移したいことを自分の生活や経験と結び付

けながら考えられており、興味深く読み進められ

た。

『となりのアブラダくん』

　編み物が好きなことを秘密にしている主人公の

ハル。ある日、パキスタンからやってきた転校生

アブラダくんのお世話係に任命される。しかし言

葉も通じず、態度も素っ気ないアブラダくんには

じめは困惑する。知らないから怖い、怖いから攻

撃する、そんな連鎖を断ち切ると決意したハル。

少しずつアブラダくんのことを知ろうと努め、知っ

たことを周囲に伝えていく。肌や髪の色、言葉、

文化や宗教の違いで生まれる差別や偏見に立ち向

かう少年の物語。

　この物語を読んで、自分の経験や生活と重ね合

わせながら、自分なりに考え、これからの生き方

につなげて考えている作文が多かった。中には、

偏見や差別に立ち向かうハルの姿と自分を比べ、

自分自身の変えていきたいところを分析する作文

もあった。多くの児童が、「知らないことは怖い」

ことだということに気付き、ハルから受け取った

メッセージを素直に語って大変好感がもてた。

『ほんとうの願いがかなうとき』

　主人公チャーリーは、毎日幸運の印を探して願

いごとをしている。どんな幸運の印に対しても

チャーリーが願っていることは一つだけ。家庭に

恵まれず、おばさん夫婦と暮らしている、怒りと

寂しさから、かたくなに自分を守るチャーリーだっ

たが、その気持ちを理解してくれる人たちの中で、

少しずつ心を開いていく。表面的にしか物事を見

ていなかった彼女が、優しさと誠実さに目を向け

始めた。自分の居場所を求める気持ちは、だれに

とっても切実なもの。そうした普遍的なテーマが

いきいきとした日常に描かれている物語。

　チャーリーと自身を比べて読み、ほんとうの願

いは何かと考える中で、自分を愛してくれる家族

がいる幸せや自分を支えてくれる周りの人の優し

さに気付くことができたという感想が見られた。

また、どのような環境にあっても見方を変えるこ

とで幸せになることに気付き、願いを叶えること

もできるのではないかという思いを素直に表現す

ることができていた。

『故郷の味は海をこえて』

　なぜ国を離れなければならなかったのか。どの
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ようにして日本にたどりついたのか。思い出のつ

まった故郷の料理の味からひもとく「難民」のた

どってきた道のりや、七名の生きる姿が説明され

ている。

　作品の中には、「難民」と呼ばれる人がいること

を知らなかったという意見が多く見られた。「難民」

と呼ばれる人と自身の生活を比べ、今の生活がい

かに幸せかということに気付いたという感想や、

様々な事情から、自分の国を捨て、日本に逃れて

きた「難民」と呼ばれる人々が安心して生活でき

る日本になってほしいと願いが綴られていた。

　読書は、様々な見方や考え方、感じ方を私たち

に教えてくれる。これからも、本から受け取った

メッセージを素直に表現していってほしい。多く

の本に出会い、心豊かな人に成長していってくれ

ることを願っている。

担当　東　真穂

中 学 校 の 部

◉自由読書

　今年度、自由読書の部で県審査の対象となった

作品は、八十九編であった。

　今年度も自由図書ならではの様々なジャンルの

本が選ばれていた。家族や友人との関わり、命に

ついて、スポーツへの取り組み、自己啓発、障が

い者の社会参画に関してなど、近年、読書傾向が

多様化してきたことがうかがえる。

　審査を進めていく中で感じたことは、物語の登

場人物と自分を重ねながら、実体験と結び付けて

書かれているものが多かったことだ。家族の温か

さや本当の幸せ、命の奇跡、真のバリアフリーの

社会を作るなど読書を通じて自分の生き方や在り

方について改めて深く考えていた。コロナ禍で当

たり前の生活がいかに幸せで尊いものであるか感

じたという作品も多く、等身大の中学生の悩み、

思いの中で、日々、自分と葛藤しながら強く生き

ている様子がうかがえた。

　文章表現については、精一杯に自分の考えを述

べ、工夫された作品が多かったが、いくつかの課

題もあった。本全体を通してではなく、印象に残っ

た一部のセリフのみを取り上げて自分の考えを述

べている作品が多いように感じた。意見を述べる

だけでなく、ストーリーの魅力を感じられる感想

文を期待したい。

　本は、新しい知識や考え方を身につけることが

できる、普段の生活では体験できないようなこと

を知ることができる貴重な情報の宝庫である。本

と出会い、読書感想文を書くことで考えが深まっ

たり、新たな発見があったりする。読書を通して

感じたこと、考えたことを自分自身の糧にしてほ

しい。中学生だからこそ受けとめられるそれぞれ

の本のメッセージを大切に深く読み味わってほし

い。

◉課題読書

　今年度の課題図書は『天使のにもつ』『11 番目

の取引』『平和のバトン　広島の高校生たちが描い

た 8 月 6 日の記憶』の三冊である。県の審査対象

となった感想文は全部で四十一編。その内訳は『天

使のにもつ』は二十一編、『11 番目の取引』は一編、

『平和のバトン』は十九編であった。また、学年別

では、一年生が八編、二年生が十八編、三年生が

十五編であった。

　『天使のにもつ』は中学二年生の斗羽風汰が五日

間の職場体験を通して成長する物語である。風汰

が軽い気持ちで選んだ職場体験先は保育園。想像

したものとは違うことに衝撃を受け、始めは嫌々

ながら仕事を手伝っていたが、しおんという一人

の園児と触れ合うなかで自分は何ができるかを考

え、悩み、答えを模索する。園長や保育士の働く

姿を間近でみて、専門性の高い職業なのだという

ことに気付く。

　感想文の内容としては、風汰の保育園での言動

と自分自身や兄弟が職場体験で学んだ体験とを重

ね合わせ、仕事をするうえで何が大切かといった

職業観を述べたもの、昨今問題となっている児童

虐待に関して社会の一員として取り組むべきこと

などといったものがみられた。特に園長の「平等っ
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て全員に同じことをしてあげることじゃないと思

うの。一人ひとり、その子にとって本当に必要な

ことをしてあげる。それでいいと思うのよ。」の言

葉に感化された内容は多くの感想文にみられ、平

等とは何かを考える契機になったように見受けら

れた。

　『11 番目の取引』はアフガニスタン難民のサミ

と祖父が辿り着いたアメリカで、祖父の心の支え

だった伝統楽器ルバーブを強奪されてしまうとこ

ろから始まる。オークションサイトで出品されて

いるのを見つけたサミはそれを 700 ドルで買い戻

すため、物々交換をすることにした。アフガニス

タンにいた頃の凄惨な記憶が断片的に思い出され

苦悩するサミだが、友達や周囲の人たちとの温か

い交流を通して成長する姿が描かれている。

　感想文の内容としては友達の定義をサミの友達

の言動から読み解き、自身の友達に照らし合わせ、

分析したものであった。県の審査対象の作品がわ

ずか一編のみであったのは、難民問題について身

近なこととして捉えにくい側面も一因かと思われ

る。しかし、平和を考える上で避けては通れない

問題であるので、この作品を通して関心を持つきっ

かけになればと思う。

　『平和のバトン　広島の高校生たちが描いた 8 月

6 日の記憶』は被爆者体験証言者の記憶を広島市

の高校生たちが油絵に描いて記録する『次世代と

描く原爆の絵』プロジェクトでの四組の証言者と

高校生を取材したノンフィクションである。証言

者と何度も対話を重ね、証言者の声を忠実に再現

するにはどうすればよいか試行錯誤を重ねる真摯

な高校生の姿が印象的である。

　感想文の内容としては、曾祖父母、祖父母など

家族の戦争体験や、広島研修での体験に触れ、戦

争や原爆を後世に伝えることで平和な世界を築け

るのだと説いたもの、想像力を働かせることの必

要性を訴えたものが多くあった。また自然災害や

コロナ禍で生活が一変したことと絡めて、「当たり

前」とは一体何かを投げかけたものもあった。

　全体的にみて今年度の課題図書はどれも「人と

人とのつながりの大切さ」を強く意識させるもの

であり、県の審査対象となった感想文の内容もそ

のことに触れたものが多くあった。他者から影響

を受けるのは自分だけではなく、自分の言動もま

た他者に影響を与えるものなのだと認識し、行動

していけたらと考える。読書を通して得たことを、

家庭、学校、地域や社会の中で活かして心の豊か

な人生を歩んで欲しい。

◉指定読書

　今年度の指定図書は『アドリブ』『希望の図書館』

『ことばハンター　国語辞典はこうつくる』の三

冊である。県の審査対象になった感想文は全部で

四十三編。出品数の内訳は、『アドリブ』十六編、『希

望の図書館』十一編、『ことばハンター　国語辞典

はこうつくる』十六編であった。また、学年別では、

一年生十四編、二年生十三編、三年生十六編であっ

た。

　『アドリブ』は、イタリアで母と二人で暮らす主

人公ユージが、フルートに出会い、数多くの試練

を乗り越え、プロになることを決意するまでを描

いている。

　感想としては、夢を追いかけることの難しさに

気付き、進むべき道に迷う主人公の姿に自分自身

の体験を重ね合わせて読んでいるものが多かった。

自分の限界を知り、限界を超えるためにひたむき

に努力する主人公の生き方に一歩を踏み出す勇気

をもらい、これから先どうやって生きていきたい

か、自分の進むべき道を究めるために何が必要か

を実直に書き綴った作品が多数あり、一人ひとり

にエールを送りたくなった。

　『希望の図書館』は、一九〇〇年代、アメリカ南

部から北部の都市シカゴに新しい生活を求めて移

り住んだラングストン親子の物語である。母を亡

くし故郷を離れなければならなくなったラングス

トンは孤独を深める。「黒人は、図書館に入れても

らえない。」そう母に聞いていたラングストンは、

町でだれもが自由に入れる図書館を見つけ、そこ

で自分と同じ名前の詩人が書いた本と出会い、希

望を見いだす。
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感想文としては、主人公の置かれた境遇に思いを

巡らせ、悲しみ、怒り、喜びに共感するとともに、

図書館が主人公にとってどのような意味をもつの

かを考えたものが多くあった。本書の内容と、自

分自身の生活体験を照らし合わせて書かれている

作品もあったが、不自然に感じるものもあり、体

験の選定は吟味されなければならないと感じた。

『ことばハンター　国語辞典はこうつくる』は、三

省堂の国語辞典編集者であり、この本の著者であ

る飯間浩明さんが、「ことばハンター」として活字

や放送、インターネット、街の中から生きたこと

ばを採集し、一つのことばを辞書に載せるまでの

興味深い過程が書かれている。

　感想文としては、飯間さんの辞書作りに対する

思いやことばに対する妥協のない姿勢に感銘を受

けたものが多くあった。辞書作りの苦労と工夫を

知り、普段何気なく使っていることばに目を向け、

辞書で調べた体験を書いたものも幾つかあり、「国

語辞典」「ことば」のおもしろさに夢中になってい

る姿が感想文から伝わってきた。

　本を読むことは新しい世界を知るきっかけにな

る。この三冊の指定図書は、その読書の醍醐味を

教えてくれるものである。多くの中学生がこの三

冊の本を手に取ったことをうれしく思う。中学生

の時期に新たな世界に踏み出す一歩となる自分だ

けの大切な一冊に出会うことを願っている。

高 等 学 校 の 部

◉自由読書

　自由読書の部は、課題図書以外の作品を読んだ

感想文すべてを扱う。そのジャンルは、小説や詩、

短歌・俳句、評論文やノンフィクションなどあら

ゆる分野にわたる。

　本年度、新型コロナウイルスの感染流行によ

り、四月半ばから五月末まで全国的に休校措置が

取られた。これにより授業数確保のため、各校が

夏休みを大幅に短縮することとなり、例年、夏休

みの宿題とされていた読書感想文に大きく影響し

たようである。今年、県審査へ応募された数は、

三十二校から百九十八編。学校数は昨年より九校

の減少、作品数は昨年より六十一編、一昨年より

八十八編の減少となった。ただ、苦しい状況の中で、

それでもこれだけの数を応募くださったことに改

めて感謝申し上げたい。

　昨年に引き続き、読書傾向の多様化からか、今

年もさまざまな作品が取り上げられており、高校

生の定番と言われる作品に感想文が集中すること

も少なくなっている。その中で、例年「本屋大賞」

の受賞作などの話題の本を取り上げたものも目立

つ。「羊と鋼の森」や「君の膵臓が食べたい」など

で、今年は「流浪の月」が目についた。また、近年、

ヤングアダルト図書（ＹＡ）と呼ばれる中高生向

けの本が人気で、書店にはカラフルなイラストが

描かれた表紙の本が書棚の一角を占め、公立図書

館でもＹＡコーナーが設けられている。感想文に

もＹＡ作品を読んでのものが増えているが、深い

テーマを扱ったものもある一方で、普遍化が難し

い偏った設定やテーマのものもあるので感想文と

する時には、作品選びを慎重にしてもらいたい。

先述したコロナ禍の影響で、今年度は各種学校行

事や校外での大会等が軒並み中止となった。また、

臨時休校中も外出自粛が叫ばれ、自宅での巣ごも

り状態が続いた。今回の多くの感想文には、そん

な高校生の鬱積した思いがたくさん見受けられた。

新しい生活スタイルが求められる中、今後、その

閉塞感を打破するために感想文でも新しい価値観

が語られるようになると予想される。

　本年度の最優秀に選ばれたのは原田琴未さんの

「自分らしさの形成」である。朝井リョウの「まま

ならないから私とあなた」を読んだもので、物語

に触発されて自分らしさとは何かを自問し、他と

の比較や同調性など、私たちの内面にある矛盾を

深く考え、その「ままならない」ことを認めると

ころに救いを見出す。奇をてらうところない素直

な論理で、高校生として等身大の思考ができてい

ると、高く評価された。

　優秀作品の田村優和さんの「『夜と霧』を読んで」

は、反戦ものとして捉えられることが多い作品を、

極限状態に置かれた精神的存在である人間をコロ
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ナ禍の下で閉塞状態に置かれた自分自身に引き付

けて考えるという新鮮味のある感想文に仕上げて

いた。稲田知陽さんの「『考える』を手放さない」は、

中島敦の「弟子」を読んだもので、主人公・子路

の生き方と孔子との絆に対する感動がよく伝わる

とともに、現在の我々が「考える」ことを手放さ

ずにいられるすべを追究する過程を高い文章力で

表現している。岩井綾花さんの「『さみしさ』と向

き合って生きていく」は、新書「『さみしさ』の力」

を読んだもので、思春期の自立に関して本の内容

を通して自分自身を深く掘り下げている。また筆

者の考えと自分の考えをきちんと区別できている

点も素晴らしい。恒川清花さんの「『大久野島から

のバトン』を読んで」は、戦時中に毒ガス工場が

作られた瀬戸内海に浮かぶ大久野島の事実を知り、

平和への思いを強くする内容で、実際に自身で島

を何度も訪れていることが感想文をより力強いも

のとしている。児玉明日香さんの「私の〝命との

向き合い方〟」は、宮沢賢治の「なめとこ山の熊」

を読んだもので、食の中の命のやりとりを、イオ

マンテや賢治の他の作品を引きながら深く考えて

いる姿勢が優れていた。若井まひるさんの「日常

といふもののメカニズム」は、夏目漱石の「吾輩

は猫である」を読んだ作品で、物語全体に纏わる

「死」の影を分析することで、日常生活の中、背中

合わせに存在する「死」をしっかり見つめていく

という思考過程がわかりやすく書かれていた。黒

田侑希音さんの「『普通』の竜巻」は、村田沙耶香

の「コンビニ人間」を読んだもので、聴覚の描写

に着目した点はとても新鮮で、本のテーマである

「普通」についても自問しながら深く考えられてい

る。森円香さんの「他人の靴を履いてみる」は、

ブレディみかこの「僕はイエローでホワイトで、

ちょっとブルー」を読んだもので、人種差別や多

様性など、日本では経験できないようなイギリス

の姿に接した驚きと、そこから触発された思索が

分かりやすく表現されている。特に結論部の、題

名にもしている言葉の選択が見事である。

　先の見えない生活状況の中、情報の収集と深く

考えること、当たり前を疑うことなどが、これま

で以上に大切になるだろう。読書感想文に挑むこ

とで、多くの本と出会い、考えを深めてほしい。

◉課題読書

　課題読書部門は、この一年以内に発行された作

品の中から、課題図書として SLA が選んだ三作

品を読んで書くもので、自由読書部門とは別に

審査されるものである。昨年度は、四十一校から

九十二編の応募があった。しかし、今年度は、新

型コロナウイルス感染症対策により、夏休みが

短縮されたことが影響したせいか、十四校から

四十六編の応募となった。

　応募作品の内訳は、『廉太郎ノオト』が十七編、『フ

ラミンゴボーイ』が十四編、『キャパとゲルタ：ふ

たりの戦場カメラマン』が十五編であった。三作

品の応募数がほぼ同数であることから、それぞれ

の作品の内容が高校生の興味をひくものであった

ことがうかがえる。

　本年度最優秀賞に輝いたのは、『廉太郎ノオト』

を読んだ宮本恵さんの作品である。自分のやりた

いことをすべきか、現実の厳しさから無難な道を

選ぶべきか、という彼女自身の悩みを廉太郎の人

生に重ね合わせ、「人との出会いが大切だというこ

と」、「人生の分岐点にさしかかった時の選択方法」、

「行動すれば夢が叶うということ」を学び、壁にぶ

つかっても逃げることなく、乗り越えようという

決意を示した作品であった。

　優秀賞四作品のうち、三作品が『廉太郎ノオト』

であったが、この作品は、二十四年という短い生

涯の中で、滝廉太郎が、東京音楽学校で個性的な

教授陣や友人たちと出会い、切磋琢磨しながら腕

前を競い合い、新しい音楽を模索していく様子が

生き生きと描かれている。宮地凛さんは、「憧れ」

と「嫉妬」という感情に向き合い、才能・努力に

ついての考察を通じ、なりたい自分を希求する心

情を表現していた。岡田智七永さんは、廉太郎の

心情に寄り添い、声楽を学んできた自分を変えて

くれたものを振り返ることで、芸術の本質を見極

めようとしていた。また、谷拓篤さんは、自分の
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体験や友人とのかかわりを廉太郎の生き方や彼に

関係した人々とのかかわりと比べながら、互いに

高めあえる友人との絆を大切にする気持ちを表現

していた。

　『フラミンゴボーイ』を読んだ武村直樹さんは、

主人公の足跡をたどりながら、障がい者との出会

いや徳島の収容所長であった松江豊寿の話を巧み

に織り交ぜ、「人権の世紀」として二十一世紀が開

かれていく様子に自分の思いを寄せていた。

　今回の課題図書三作品は、自己を見つめ、そこ

から得られた発見や内面の成長を生かし、「自分は

これからどう生きるのか」ということを考える機

会を与えてくれた作品であった。不安や悩みを抱

えないで生きていける人はいない。読書感想文を

課題として捉えるのではなく、良書との出会いか

ら不安や悩みを乗り越え、新しい自分を作り出し

ていってほしい。

自由読書の審査概評

岡山県立邑久高等学校　若狭　真司

課題読書の審査概評

井原市立高等学校　采女　　結
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Ⅰ  日　程Ⅰ  日　程

 6 月 18 日（木）　応募要項配布

  　第 1回支部事務局長会議席上

12 月 18 日(金) 　応募締め切り

応募先・事務局

　　＊小学校 ･･･ 岡山市立竜之口小学校

山﨑　博之

　　＊中学校 ･･･ 岡山市立福浜中学校

松浦　　藍

 1 月 8 日 (金)

　　＊高　校 ･･･ 岡山県立倉敷青陵高等学校

大口千恵子

 1 月 8 日 (金） 　小学校の部審査

  　（岡山市立竜之口小学校）

 1 月 12 日(火) 　中学校の部審査

  　（岡山市立福浜中学校）

  　高等学校の部審査

  　（岡山県立倉敷青陵高等学校）

Ⅱ　県審査員Ⅱ　県審査員

審査委員長（SLA 会長）

鳥越　信行 岡山県立倉敷南高等学校

審査副委員長（SLA 副会長）

森　　　淳 岡山市立岡南小学校

青木　伸晃 岡山市立操南中学校

審査委員

山下　真季 岡山市立大野小学校

真賀　典子 岡山市立横井小学校

田村　敬子 岡山市立南輝小学校

有森　満美 岡山市立千種小学校

古谷　浩子 岡山市立平井小学校

中野　博充 岡山市立東疇小学校

難波伊津美　 岡山市立福島小学校

田中　満史 岡山市立馬屋下小学校

佐藤　泰之 岡山市立第一藤田小学校

第 32 回読書感想画岡山県コンクール第 32 回読書感想画岡山県コンクール

大森　　彩 岡山市立竜之口小学校

森田　英莉 岡山市立竜之口小学校

有森　　香 岡山市立竜之口小学校

片山のぞみ 岡山市立竜之口小学校

山﨑　博之 岡山市立竜之口小学校

稲田　智恵 岡山市立岡山中央中学校

相川　美穂 岡山市立興除中学校

藤本　久美 倉敷市立東中学校

仁科　友希 倉敷市立南中学校

眞賀　芳郎 岡山市立吉備中学校

藤井　雅美 倉敷市立多津美中学校

松永美紀子 倉敷市立北中学校

澁谷奈津子 岡山市立高松中学校

松浦　　藍 岡山市立福浜中学校

藤原　　光 岡山県立備前緑陽高等学校

高取　亨一 岡山県立瀬戸高等学校

妹尾　佑介 岡山県立玉島高学校

原田　圭子 岡山県立鴨方高等学校

大口千恵子 岡山県立倉敷青陵高等学校　　

Ⅲ　結　果Ⅲ　結　果

１）応募作品数・応募学校数

区分 平成30年度 令和元年度 令和 2年度

小学校 1,137点/26校 850点/23校 1,226点/21校

中学校 109点/13校 115点/10校 75点/13校

高等学校 36点/8校 62点/11校 28点/ 9校

計 1,282点/47校 1,027点/44校 1,329点/43校

２）最優秀賞受賞者

小学校低学年の部・自由

　岡山市立福田小学校 3 年　上山　一生

　岡山市立福田小学校 3 年　堀　　桜輔

小学校低学年の部・指定

　岡山市立第一藤田小学校 1 年　荒島　昊海

　瀬戸内市立美和小学校 1 年　近藤　結衣

小学校高学年の部・自由

　倉敷市立連島西浦小学校 4 年　沖　かの子

　岡山市立御南小学校 4 年　戸光　楓子
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中学校の部・自由

　倉敷市立連島中学校 1 年　沖　メイ子

　岡山県立岡山大安寺中等教育学校 3 年　三原　初子

中学校の部・指定

　倉敷市立北中学校 2 年　塩谷　果純

　倉敷市立北中学校 2 年　松嶋　和泉

高等学校の部・自由

　岡山県立岡山朝日高等学校 2 年　富井　　遥

　岡山県立倉敷南高等学校 1 年　橘髙　未歩

高等学校の部・指定

　岡山県立岡山操山高等学校 1 年　樋口　陽奈

３）全国コンクール入賞者

中学校の部　自由読書　優良賞

　倉敷市立連島中学校 1 年　沖　メイ子

小学校低学年の部　指定読書　佳作

　瀬戸内市立美和小学校 1 年　近藤　結衣
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【【小小学学校校のの部部】】        
岡山市立竜之口小学校 山﨑 博之  

○ 審査事務の流れ 

第３２回読書感想画岡山県コンクールへの応募校は２

１校と前年度並，応募作品総数は昨年度より増加し１２

２６点であった。そのうち，応募要項にもとづいて各校

の校内審査を経た作品８３点が県コンクールに出品され

た。 

 審査会は，１月８日（金）に岡山市立竜之口小学校で 

行われた。図画工作・国語等に造詣の深い１５名の先生

方にお集まりいただき，厳正かつ慎重に審査をしていた

だいた。 

司書の尽力により，感想画の図書がアイウエオ順に並べ

られ，参考図書が傍らにあることで内容や挿絵の模写な

どの確認がスムーズであった。応募の規定に関する違反

が数校で見られたので，指導者や担当者が，指導の段階

から応募の決まりや趣旨などをしっかりと把握しておく

必要があると感じた。 

３学期はじめのご多用の中，ご協力くださった審査員

の先生方に心より感謝申し上げる。 

 自由読書 指定読書 

最優秀 低２点 高２点 低２点 高０点 

優 秀 低６点 高３点 低２点 高１点 

入 選 低10点 高11点 低９点 高４点 

【最優秀作品】 

自由読書・低学年 

 

 

 

 

指定読書・低学年 

 

 

 

 

自由読書・高学年 

 

 

 

 

指定読書・高学年 

 

「該当なし」 

 

 

○ 審査概評・今後の課題等（※審査員の声を総括） 

・「お話をよんで，自分の思いやイメージを広げるのは，

とても大変なことですが，とても大切なことだと思いま

す。感想画は，思いに加えて，絵の力も要求されるところ

が，難しいですが，そこをがんばっている子どもたちが

すごいと思います。」 

・「優秀に選ばれた子どもたちの作品を見ていると，自分

の思い（イメージ）を誰かに伝えたいという思いが，とて

も強く，楽しんで描いたことが絵から伝わってきました。

そんな楽しい作品をかける本との出会いもステキだと思

いました。」 

・「しっかりと描きこんだ絵を久しぶりに見ました。絵と

して表れた部分のみでなく，そこまでの過程での思いや，

友達と話したことなど，しっかりと思考を耕して描く図

工の時間でありたいなと感じました。」 

・「作品を見て，絵を描くのが好きなんだなあと感じるも

のがありました。想像したことを表現することを本当に

楽しんでいる感じがしました。「もしも，きょうりゅうが

…」とか，「自分だったら…」と想像をふくらませやすい

本もたくさんあることに気づきました。本の選び方とか，

どの場面を絵にするかを考えることが難しいんだろうな

と思いました。」 

・「授業の中で，しっかり取り組んだ作品があってすごい

なと思いました。緻密な表現をしているのを見て，楽し

んで描いている様子が伺えました。お話を読むことから

イメージをふくらませるのは，とても難しいけど，すば

らしいことだと感じ，たくさんの人の目にふれる機会が

あるといいと思います。」 

 

読書感想画に取り組むには，伝え合う力，想像力，表現

力，読書に親しむ態度などが，求められる。そして，作品

に表現することで様々な能力や態度の育成が期待でき

る。このコンクールの趣旨やよさを一層啓発し，各学校

で積極的に取り組み，本コンクールが一層，発展・充実し

ていくことを期待している。 

Ⅳ　審査報告Ⅳ　審査報告
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【【中中学学校校のの部部】】    
岡山市立福浜中学校 松浦 藍  

○ 審査事務の流れ 募集要項に基づき、各校で応募作品を募り、校内審査
を経た作品が、コンクールに出品されました。 

本年度は、参加校13校、全応募作品数75点、県コン

クールへは59点の作品が応募されました。  審査会は１月１２日（月）午後２時から、岡山市立福
浜中学校図書館にておこないました。県内の国語科・美

術科担当の９名の先生方に審査をお願いし、厳正な審査

の結果、最優秀作品４点を中央コンクールへ出品しまし

た。審査を担当して下さった先生方には大変お世話にな

りました。ありがとうございました。 

○審査概評・作品について 

(１)審査会全体を通して 

・指定図書がやはり出品数が少なく入選数も昨年同様に

少ないので、指定図書の作品応募が増えればいいと思う。 

・時間をかけて描いた作品とそうでない作品との違いが

大きいので、作品制作に取り掛かり、時間をかけて描か

せたいと思う。 

・指定図書の選定を夏休み前にして、生徒がじっくり制

作に取り組めるようにすれば、指定の部の作品の質が上

がると思うので、是非早く選定し発表してほしい。 

・今年度はコロナ禍で作品数の減少が心配されたが、昨

年に比べても見劣りしない作品が集まっていて素晴らし

かった。特に選んだ図書が前向きで建設的な内容のもの

が増えてきており、今後ともこの傾向が続いてくれるこ

とを願っている。 

・上位の数点はあきらかに書き込みや構図などすばらし

いものが多かった。また、入賞したものや、その前後の

ものの中にも部分的にすばらしいものやアイディアを感

じるものも数点あった。あと周りを書いていれば、もう

少し主役を丁寧に塗っていればと惜しいものがあった。 

・どの作品も本を読む楽しさにあふれている。読書を通

じて子どもたちの心の世界や創造につながる豊かさが育

てられており、有意義なコンクールだと感じている。 

・課題図書の発表をもう少し早くしてほしい。本年のよ

うなコロナ対応をする中で制作するのは例年以上に大喜

びだったと思う。せめて1か月早くしてほしい。 

・本を読みとり、解釈し、絵を描くと言う様々な力が必

要となってくることがわかった。本の表紙や挿絵にひっ

ぱられることなく、自分のイメージを表現することは大

変難しいと思うのですが、柔らかな発想で構成された作

品が見られました。 

(２)作品について 

・色の表現や塗り方等、作品の世界観が見事に描かれて

いて素晴らしかったです。切り取られた場面が物語の中

の印象的な場面だと言うことが伝わってきました。 

・昨年よりも絵のクオリティーが上がっているように感

じました。感想文と絵の兼ね合いなども考慮しましたが、

本を良く読み込んで自分なりの工夫を反映させようとし

ている姿勢も伝わってきました。本の世界観をうまくと

らえて色づかいや構図で表現しようとしている人が多か

ったようで楽しく拝見させてもらいました。 

・本をしっかり読み込み、自分のイメージに近づけるた

めに表現方法を工夫し、とても密度の高い作品に仕上が

っていた。本という文学作品を絵画作品に変容させるプ

ロセスに中学生らしい発想があり、すばらしい。 

・それぞれ制作者の思いがあふれる作品だった。子ども

ならではの純粋な視点からまっすぐ取り組んだ素直さと

大胆さが印象的だった。 

・なんの作品についての絵なのかが一目でわかる作品で

すばらしかった。 

・本を読んで感じたことを印象に残った場面などをそれ

ぞれの完成で豊かに表現しているのが印象的でした。 

今年度もコンクールに応募・参加してくださった多く

の学校の先生方に御礼申し上げます。来年度も、さらに

多くの学校や生徒の皆様が、このコンクールに取り組ん

でいただけるよう、ご協力よろしくお願いいたします。 
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Ⅳ 審査の結果 
【高等学校の部】   岡山県立倉敷青陵高等学校  大口 千恵子  
○審査事務の流れ 
読書感想画岡山県コンクールは，２００４年度から小

学校・中学校・高等学校の部に分かれて事務局を置き， 
県ＳＬＡ事務局と連携して審査事務を行っている。 
本年度は支部事務局長会議で岡山県コンクールの募

集要項を配付し，支部内の各校への要項配付と説明を支

部事務局に依頼した。９月末には中央コンクールの募集

要項が配付され，指定図書が発表された。『もえぎ草子』

（久保田香里 著），『王の祭り』（小川英子 著），『ゴー
スト』（ジェイソン・レノルズ 作 ないとうふみこ 訳），
『戦場の秘密図書館：～シリアに残された希望～』（マ

イク・トムソン 著 小国綾子 編訳），『よみがえった奇
跡の紅型』（中川なをみ  著）の５冊が今年度の中学校・
高等学校の部の指定図書であった。 
１月８日（金）に締め切られた県コンクールへの応募

数は以下の通りである。 
〈コンクール応募総数〉 
応募校数 自由読書 指定読書 作品合計 
９校 ２５点 ３点 ２８点 
岡山県コンクール審査会は，１月１２日（月），倉敷

青陵高等学校の会議室で行われた。国語・美術の担当教

諭で，特に学校図書館に造詣の深い４名（備前支部２名，

備中支部２名）に審査をお願いした。                                      
事務局から応募点数・審査基準などの説明・確認をし

た後，指定読書・自由読書の順に審査を行った。応募作

品の対象図書を手元に用意し，作品と参照しながら対象

図書の表紙や挿絵の引き写しなどがないか，対象図書が

「募集要項」に適合しているかなどを確認し，厳正かつ

慎重に審査を行った。 
その結果，自由読書２点，指定読書１点，計３点の最

優秀作品を決定し，中央コンクールに出品することがで

きた。 
〈受賞作品数〉  自由読書 指定読書 

最優秀 ２点 １点 
優 秀 ２点 ２点 
入 選 １０点 ０点  

○審査概評・今後の課題  審査の先生方から以下の講評をいただいた。 

 ・応募数は少なかったが全体的に楽しみながら描けて
いる。構図・色彩・書き込み具合など、どの作品に

もキラリと光るものが感じられた。  ・詩集などの異色の題材に挑戦している作品もあり、
発想力が良かった。  ・制作に対し、真摯に時間をかけて粘り強く取り組ん
だと思われるものは良作が多かった。  ・本を読んで主人公の変容や自己の変容がどこにあっ
たのか表現出来ていると良い。  ・作品が説明的にならずに、何に感動したのか、いか
にそのイメージを描けるかが大切である。  ・絵の主題は本のクライマックスであるとは限らない。
また、なるべく文字から読み取り、解釈した自分な

りに感じ取った作品世界の魅力を描いてほしい。  ・読書感想文ではなく読書感想画を描く意味を考え、
ことばでは表しきれないものを是非読書感想画で

表現してほしい。  ・コンクールの認知度を上げる必要がある。指定図書
を図書館に入れるなど働きかけをしてほしい。  ・指定図書からの出品が少なかった。是非普段読まな
い本にもチャレンジしてほしい。                                  指定読書部門 最優秀賞       

「もえぎの先」           自由読書部門 最優秀賞          「命のしゃぼん玉」  
「獣の奏者」 
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１１．．令令和和２２年年度度のの活活動動状状況況  
本年度は22年度から続けている「心をつなぐ絵

本」というテーマのもと，サブテーマを「命と向き合

う絵本」とし，研究を進めました。 

 研究部会では新刊絵本を中心に幼稚園から高等学校

までの実践報告を持ち寄り，報告し合いました。 

 毎年発行している「読み聞かせたい絵本」は No３７

を発行・配布しました。 

２２．．研研究究部部会会絵絵本本研研究究部部会会設設置置要要綱綱  
（１）設置について 

岡山県学校図書館協議会規約第 4条 2項によ

り，絵本研究部会を設置する。 

（２）目 的 

この部会は，絵本の指導のあり方を研究し，

児童・生徒・父母の読書活動を促進する。 

（３）活 動 

①毎月に開く部会で，研究する内容 

ア．絵本の見せ方・選び方 

イ．絵本の読ませ方・読み聞かせのあり方 

ウ．絵本作りのあり方 

エ．その他 絵本研究のための必要な活動 

②研究成果の発表 

ア．各郡市地区事務局を通じての内容紹介 

イ．研究収録への収録 

ウ．研究大会での発表 

エ．その他 絵本実践を推進するための発表 

（４）構 成 

①（部員の委嘱） 

  部員は，地区組織を通して募集し，会長が委

嘱する。 

②（部員数） 

部員の人数は約 10名とし，幼稚園・小学

校・中学校・高等学校の教諭・司書を含める。 

３３．．令令和和２２年年度度絵絵本本研研究究会会委委員員  
（敬称略 順不同） 

部会長  森   淳 岡山市立岡南小学校長 

事務局長 武田 綾子 岡山市立牧石小学校教諭 

研究部員 六車 美加 岡山市立平井幼稚園長 

〃   篠  崇敏 岡山市鹿田認定こども園 

〃   酒本

  〃  難波

総括主任保育教諭 

薫 岡山市立江西小学校教諭   

真  倉敷市立庄中学校教諭   

〃     遠藤 裕美 倉敷市立東陽中学校教諭 

  〃     山本  泉  岡山市立後楽館高等学校教諭 

  〃     高槻 美保 岡山県立玉島商業高等学校教諭 

４４．．今今年年のの取取りり組組みみ  
 今年度は県大会に向けた１年として，「心をつなぐ

絵本」というテーマのもと，サブテーマを「命と向き

合う絵本」とし，実践を重ねていきました。コロナ渦

で人との触れ合いが難しい中，絵本を通して命の大切

さや，人との絆を感じてほしいという願いからです。

幼児や小学校低学年向きには，友達と関わっている感

覚がもてる「参加型絵本」や「くり返し絵本」で心を

つなぐことを研究しました。子どもたちがよりよい絵

本と出会えるよう，得られた情報をより多くの教育現

場で実践にかけていただくために，今後も紹介文研究

も引き続き進めていきます。 

絵　本　研　究　部　会絵　本　研　究　部　会
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１１  活活動動内内容容   当部会では、５月、６月、８月、１０月、１１月、１
月、２月の年８回、県立図書館の御協力において、新刊

図書の中から、小学校・中学校の児童・生徒のための「お

すすめの本」を選定しています。  研究員は、小学校（低学年・中学年・高学年）と中学
校の４グループに分かれ、下記の選定基準に沿って、ま

た、過去の傾向や、価格面、ページ数、字の大きさなど、

いろいろと配慮しながら、それぞれのグループで意見

交換した上で選定作業（書評の記入等）をすすめていま

す。  ただ、インターネットの利用拡大に伴い、本の現物が
少なくなっている現状もあります。そのため、選定月に

より新刊本の出版数に多い少ないがあり、また、学年に

よっては、分類が偏る傾向があるなど、年間を見通した

選定も必要となります。  長期休業中を利用して、児童・生徒に「こんな本を読
んでみたらどうですか」と、お勧めの本も紹介していま

す。このお勧めの本は、読書感想文のための本とは限ら

ず、各学年に応じて、読んでおいてもらいたいなという

本の最新刊をそれぞれ選定しています。 
これは、それまでの各月の選定図書の中から選ばれ、

夏休みと冬休み前に、県下の小・中学校に「みなさんに

すすめたい本」として、本の書評をつけて、配布してい

ます。（カラー版ではないのが残念ですが・・・）  これらの本は、岡山県青少年保護育成条例に基づく
推薦図書の中にも入れられ、「岡山県公報」に載せられ

て広く紹介されています。  青少年読書感想文岡山県コンクールでは、岡山県独
自のものとして、昭和５５年から指定図書を設けてい

ますが、ここでも、当部会の選定図書をもとに、毎年３

月、岡山県指定図書選定委員会が県立図書館にて開か

れ、優良図書として選定された本の中から、小学校低・

中・高学年・中学校向けに、３冊ずつを選んでいます。  この研究部会の活動が、県下の小・中学校の児童・生
徒の読書、先生や保護者の方々の読書指導の道標とし

て、今後も、より効果的に機能するように活動していき

たいものです。  
２２  選選定定基基準準  
１ 内容事項 
（１）教育課程によく合っていて、その内容を豊かにす

るものであるかどうか。 
（２） 子どもたちが、興味をもって読め、小（低）、小
（中）小（高）、中学生の発達段階に合ったものであ

るかどうか 
（３）分かりやすく、正確で、現代の進歩に応じてい 
るかどうか。 

  
イ）統計は正確で、調査年度、出典が正確である

かどうか。 
ロ）より新しい知識であり、新研究であるか、新し

い方法であるかどうか。 
ハ）事実の叙述は、科学的に正確で、実際的である

かどうか。 
ニ）引用文、挿し絵、写真、図表などは、正確、鮮

明、適切であるかどうか。 
ホ）翻訳は原意を伝え、分かりやすく、原著者、年

代、原著書が明記されているかどうか。       ヘ）断片的な知識でなく、体系的にまとまりのあも
のであるかどうか。  （４） 主題を単に解説したものはとりあげない。  

２ 編集・出版事項  （１） 短編集は採用しない。   （２） 多くの合さんのものは採用しない。  （３） 新刊書であること。  （４） 辞典、事典類は採用しない。  （５） シリーズ全巻を対象としない。 
３ 図書群の構成事項 
（１） 特選図書全体を通して、ある分類ばかりに偏り

過ぎない。できるだけ広い分野で考慮する。 
（２）小（低）、小（中）、小（高）、中学生向けのバラン

スを考慮する。 
４ 装丁・体裁事項  （１）製本、外観、大きさが適切で、書誌的体裁が整っ

ているか。 
（２）用紙は上質、印刷は鮮明、色彩は美しく、字の大

きさ及び行間の余白が適切であるか。   
３３  優優良良図図書書研研究究会会部部員員  
部会長 森   淳 岡山市立岡南小学校長 
事務局長 武田 綾子 岡山市立牧石小学校教諭 
研究部員 
〈小学校の部〉  木下由布子 岡山市立陵南小学校教諭  酒本  薫 岡山市立江西小学校教諭  小川  薫 岡山市立芳泉小学校教諭  沖田 恭子 岡山市立御南小学校司書  村田 博子 岡山県立図書館総括主幹 
〈中学校の部〉  岡本 大典 倉敷市立琴浦中学校教諭  藤本 久美 倉敷市立東中学校教諭  古市絵美子 岡山市立岡山中央中学校司書  西川 依里 岡山市立上道中学校教諭  越智 友美 倉敷市立南中学校教諭 

優　良　図　書　研　究　部　会 優　良　図　書　研　究　部　会 
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　令和 3 年 3 月 2 日（火），岡山県立図書館におい

て，指定図書選定委員会を開き，令和 3 年度第 67

回青少年読書感想文岡山県コンクールの「県指定」

図書を選定した。来年度 4 月に発表される全国コ

ンクールの課題図書と照合し同作品が課題図書と

なった場合は、候補作の中の優先順位の高い作品

から選定する予定である。

指定図書選定委員指定図書選定委員

〈岡山県学校図書館協議会〉

会　　　長 鳥越　信行 （岡山県立倉敷南高等学校校長）

副　会　長 森　　　淳（岡山市立岡南小学校校長）

副　会　長 青木　伸晃（岡山市立操南中学校校長）

小教研事務局長 武田　綾子（岡山市立牧石小学校教諭）

小教研事務局長 早川夕加里（岡山市立岡南小学校教諭）

中教研事務局長 笹野　恭代（岡山市立香和中学校教諭）

中教研事務局長補佐 海野　行晴（岡山市立岡輝中学校教諭）

事 務 局 長 平松　玲子 （岡山県立倉敷南高等学校教諭）

事　務　局 大西　結美 （岡山県立倉敷南高等学校司書）

〈アドバイザー〉

岡山県教育庁義務教育課指導主事（主幹）江尻　寛正

〈優良図書研究部会〉

小学校 木下由布子（岡山市立陵南小学校教諭）

酒本　　薫（岡山市立江西小学校教諭）

小川　　薫（岡山市立芳泉小学校教諭）

沖田　恭子（岡山市立御南小学校学校司書）

村田　博子（岡山県立図書館サービス第一課児童資料班長 )

中学校 西川　依里（岡山市立上道中学校教諭）

古市絵美子（岡山市立岡山中央中学校学校司書）

越智　友美（倉敷市立南中学校教諭）

岡本　大典（倉敷市立琴浦中学校教諭）

藤本　久美（倉敷市立東中学校教諭）

指定図書選定委員指定図書選定委員

１．内容

平成１７年度から、全国の区分が、自由図書

と課題図書になる。これに岡山県独自の指定

図書を設ける。

２．目的

指定図書選定委員会指定図書選定委員会

（１）　岡山県に即した読書普及を推進する。

（２）　何をどう読ませるか、図書の選択や読書

指導の手がかりにする。

（３）　よりよい図書をより多くの子どもたちに

読ませ、読書生活を豊かにさせる。

（４）　岡山県優良図書選定委員会の選定した図

書の有効な活用を図る。

（５）　岡山県学校図書館協議会発足３０周年を

契機に、学校図書館教育のより一層の進

展を図る。

３．方法　

（１）　岡山県指定図書は、委員会を設けて指定

する。

（２）　岡山県学校図書館協議会優良図書研究部

会の選定した図書などを選考する。

（３）　冊数は、小学校低学年３点、小学校中学

年３点、小学校高学年３点、中学校３点

とする。

（４）　字数、用紙、応募作品、出品数、締め切り、

送付先、審査、その他の注意事項につい

ては、他の部（自由図書の部、課題図書

の部）の応募要項に準ずる。

（５）　全国コンクールの応募については、自由

図書の部と一緒にして再度審査し、規定

どおり出品する。

（６）　この部（指定図書）は、昭和５５年度（第

２６回）から設ける。

４．候補図書選定の手順　　　

（１）　優良図書研究部会が準備している資料の

確認。

（２）　小学校低学年の部から行う。

①優良図書担当の先生からの説明。その際、

候補図書を皆さんに回して、読んでいただ

く。
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令和２年度岡山県指定図書（県指定）

学年向
書名（シリーズ）

著者名
発行所

小

（低）

『はるかちゃんが、手をあげ

た』 童心社

さとうあや

『あらいぐまのせんたくも

の』 童心社

大久保雨咲

『ぼくはなきました』 東洋館

出版社くすのきしげのり

小

（中）

『びっくりしゃっくりトイレ

そうじ大作戦』
佼成

出版社
野村一秋

『ハヤクさん一家とかしこい

ねこ』 徳間書店

マイケル・ローゼン

『つながる』
アリス館

長倉洋海

小

（高）

『となりのアブダラくん』
講談社

黒川裕子

『ほんとうの願いがかなうと

き』 偕成社

バーバラ・オコーナー

『故郷の味は海を越えて「難

民」として日本に生きる』 ポプラ社

安田奈津紀

中
学
校

『アドリブ』 あすなろ

書房佐藤まどか

『希望の図書館』
ポプラ社

リサ・クライン・ランサム

『ことばハンター国語辞典は

こうつくる』 ポプラ社

飯間浩明

　　　

②説明が終わって、意見を出していただきな

がら、候補図書から上位３点を選考する。

そのとき、注意すること

◎３点の図書の内容やテーマが偏らないこと。

　（分類番号に注意をして。たとえば、いわゆる

文学作品ばかりにならない、ノンフィクショ

ン物を入れるなど。もちろん可能な範囲での

話です。）

◎３点の出版社が偏らないこと。

　（これは、小学校から中学校まで全体としても）

            　

③アドバイザーの先生からの助言

④上位３点が決定したら、全国課題図書に挙

がった場合の補欠の図書を決める。

そのとき、注意すること

　　　　　

◎組み合わせをつくって補欠図書を決めること。

　（４番目の作品が補欠図書の１番目ではなく、

この作品が挙がった場合はこの作品を入れる

という方法です。たとえば、小説が挙がった

場合補欠として小説を入れる。また、ノンフィ

クション物が挙がった場合ノンフィクション

物を入れる、など。これもできる範囲での話

です。）

　　　　

⑤補欠の図書まで決定したら次の部へ進む。
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岡山県学校図書館協議会司書部会 活動報告 

                                                           

１１．．第第4433回回岡岡山山県県学学校校司司書書研研究究協協議議会会（（倉倉敷敷大大会会））  中中止止 

  新型コロナウイルス感染拡大防止のため，令和２年５月21日付で第43回岡山県学校司書

研究協議会の中止を連絡 それに伴い総会資料はＨＰで公開，書面決議を行った 

 

２２．．令令和和２２年年度度学学校校司司書書実実態態調調査査  

 目 的：学校司書の配置並びに雇用状況と，各地区での活動状況について情報収集する 

     上記情報と会員名簿を作成し，大会で配布する 

     但し，令和２年度においては大会を中止としたため，情報のみをＨＰで公開 

  日 程：３月初旬 理事選出支部へＥメールを送付して依頼 

５月下旬 支部事務局長へＥメールを送付して依頼，支援学校へFAXで依頼 

     ５～６月  各支部事務局内の各学校に調査依頼・回収・集計 

          ６月30日   調査結果回収締切 

     ６～７月  まとめ作業，不明な点は確認，情報部分のみをＨＰで公開 

          会員名簿は，理事会保管とする 

 実 態：・地方公務員法及び地方自治法の改正により，ほとんどの自治体で，これまで 

嘱託職員や臨時職員として配置されていた学校司書が会計年度任用職員にな 

った。 

・ 岡山市では，正規職員４名退職と岡山市教育委員会へ１名異動により正規５ 

名減。嘱託職員（会計年度任用職員）も１名減。再任用職員６名で補充。 

・ 赤磐市では，司書16名全員が会計年度任用職員となり，正規職員１名減。（昨 

年度は，正規１名，臨時11名，非常勤３名） 

・ 加賀郡吉備中央町では，臨時職員（パートタイム会計年度任用職員）が１名 

減。 

・ 笠岡市では，北木中学校が休校になり，中学校１校減。３校兼務者が７名か 

ら６名に減少。 

・ 新見市では，学校教育課採用臨時図書事務としての配置（３名）がなくなり， 

代わりに新見市立中央図書館司書が４名増の７名での兼務になった。 

・ 苫田郡鏡野町では，１名減で今年度から配置無しとなった。 

・ 真庭市では，今年度中央図書館から２名の司書を小学校８校に派遣し，９名 

の司書で全校配置となった。従来から勤務していた学校司書７名のうち４名は 

今年度より真庭市教育委員会所属となった。 

・ 真庭郡新庄村では，平成24年度以降未配置だったが新たに１名配置（新庄 

村教育委員会の所属）。 

・ 美作市では，嘱託職員（会計年度任用職員)が１名増で，９名での兼務にな 

った。 
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 ３３．．司司書書部部会会ホホーームムペペーージジ  

  ＵＲＬ：http://okayamasisho.qee.jp/ 

   目 的：学校司書の配置状況ならびに雇用の状況，地区での活動状況，司書部会沿革，     

司書部会活動状況等を広報するために運営 

  内 容：上記の他，学校図書館関連ニュース（新聞記事や議会議事録），図書館イベン     

ト情報（講演会や研修会），学校司書採用試験情報，司書教諭と学校司書の連 

携協力による実践事例，学校図書館の活用方法や児童生徒の読書活動に関する 

情報収集・共有など 

  課 題：広く情報収集をしていくことと，その情報を閲覧してもらうこと 

      情報がありましたら，県立岡山一宮高等学校・加茂さん（TEL:086-284-2241  

      FAX:086-284-2243 E-MAIL：seitarou_kamo@pref.okayama.jp）までお願いいた 

      します。 

  

 

４４．．司司書書部部会会理理事事会会  

 ◇第１回理事会  令和２年７月13日 岡山県立倉敷南高等学校 

  ・各支部の研修計画・学校司書実態調査について 

  ・第43回岡山県学校司書研究協議会(倉敷大会)中止について 

・総会準備について 

 ◇第２回理事会兼臨時総会  令和２年８月６日 岡山県立倉敷南高等学校 

  ・令和元年度の活動，決算・監査について（報告） 

  ・令和２年度活動方針案，予算案について 

  ・令和３年度岡山県学校司書研修会（津山大会）について 

 ◇第3回理事会  令和２年10月６日 岡山県立倉敷南高等学校 

   ・令和２年度活動方針に係る具体的な役割分担について 

  ・第43回岡山県学校司書研究協議会(倉敷大会)中止について 

  ・学校図書館の充実に関する提案書について 

  ・令和３年度岡山県学校司書研修会（津山大会）について   

 ◇第４回理事会  令和２年12月３日 岡山県立倉敷南高等学校 

   ・大会冊子代替資料作成について 

・県内学校図書館での活動に関する情報収集について 

  ・司書部会理事未選出地区との情報交換について 

  ・令和３年度岡山県学校司書研修会（津山大会）について  

  ・令和３年実態調査について 

  ・各地区コロナ禍での学校図書館の運営・司書部会研修の様子（情報交換）について 

 ◇第５回理事会 

   新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催を見送り，E-MAIL等で対応 

 

 ※学校司書研究協議会は開催地の実行委員会が運営。その前年度は理事会を年３回開催 

学校司書研修会は司書部会理事会が運営。その前年度は理事会を年４回開催 

（但し，令和２年度においては理事会兼臨時総会を開催したため，５回を予定していた） 
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５５．．そそのの他他 

◇「学校図書館の充実に関する提案書」の提出について 

 提出日：令和２年10月29日（木） 

 提出先：岡山県教育委員会 

 内 容：実態調査の結果を踏まえ，①県下すべての学校で一校一人体制の学校司書の配 

置促進 ②学校司書の資質向上のため，継続的な研修とそれに伴う予算措置に 

ついて，各自治体へ働きかけを行うよう提案した 

 

 ◇令和３年度岡山県学校司書研修会（津山大会）について   

日 時：令和３年７月28日（水）13:00～16:00  予定 

会 場：津山市総合福祉会館 

内 容：司書部会総会（実態調査報告等） 

    全体会  （津山市小中学校からの実践発表） 

 

 研究協議会と研修会は隔年で行い，各地域（岡山・倉敷・玉野・津山）が担当する。 

 岡山と倉敷は２年続けて研究協議会と研修会を受け持つ年度もある 

 研修会は研究協議会を簡素化したものにしていきたいとの考えで，日程や分科会など  

を検討している 
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実　施　事　項 期　日 会　場 内　容

5月 新旧代表役員会及び研修会 5/14(木) 倉敷南高等学校
・役員の確認
・総会提出議案の協議

第69回総会及び研修会 6/10(水) ライフパーク倉敷
・令和元年度事業・決算報告
・令和２年度事業計画・予算案

第1回支部事務局長会議及び研修会  6/18（木） 倉敷南高等学校
・総会議決事項報告
・事務連絡　他

第1回司書部会理事会及び研修会 7/13（月) 倉敷南高等学校
・学校司書実態調査について
・総会について
・各地区情勢報告

第４３回岡山県学校司書研究協議会（倉
敷大会）

  7/29（水） ライフパーク倉敷 ・全体会、分科会、交流会　その他

８月 第2回司書部会理事会及び研修会  8/ 6(木) 倉敷南高等学校
・総会について
・令和３年度研修会について

第３回司書部会理事会及び研修会 10/ 6(木) 倉敷南高等学校
・令和３年度研修会について
・学校司書実態調査について
・各地区情勢報告　　他

読書感想文コンクール審査準備会及び研修会 10/ 6(火) 香和中学校 ・審査会準備

読書感想文コンクール第1回合同審査会 10/ 8(木) 倉敷南高等学校 ・審査日程・審査基準について

10/22(木) 岡南小学校

10/22(木) 香和中学校

10/22(木) 倉敷青陵高等学校

11月 読書感想文コンクール最終校正会議 11/26(木) 倉敷南高等学校 ・「読書感想文集２０２０」最終校正

12月 読書感想文コンクール表彰式及び研修会 12/10(木) 岡山県立図書館 ・表彰式

第2回支部事務局長会議及び研修会  1/14(木) 倉敷南高等学校
・令和２年度事業中間報告
・事務連絡　他

 1/8(金) 竜之口小学校

 1/12(火) 福浜中学校

 1/12(火) 倉敷青陵高等学校

2月 代表理事会及び研修会  2/18(木) 倉敷南高等学校 ・令和３年度総会提出議案の協議

指定図書選定委員会  3 / 2(火) 岡山県立図書館
・令和３年度青少年読書感想文岡山県
コンクールの県指定図書の選定

第４回司書部会理事会及び研修会 3/ 　(　) 倉敷南高等学校
・令和３年度研修会について
・学校司書実態調査について
・各地区情勢報告　他

6月

1月

3月

令和2年度事業報告

・小中高別の審査　読書感想文コンクール第2回審査会

・小中高別の審査  読書感想画コンクール審査会

7月

10月

令和 2年度事業報告令和 2年度事業報告
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令和 2年度　令和 2年度　岡山県学校図書館協議会支部協議会事業報告書岡山県学校図書館協議会支部協議会事業報告書

支部名 実施事業名 実施期日 実施会場 内　　　　容 参加人数

岡
山

第１回　正・副会長研修会 6月 2日（火） 岡山市立岡輝公民館 ・平成 31 年度事業報告・決算報告　令和 2年度事業計画・予算案等 15 名

総会並びに第 1 回区別研修会 6月上旬 紙面開催 【総会】

・平成 31 年度事業報告・決算報告　令和 2年度事業計画・予算案

【区別研修会】

・第 1回区別研修会（情報交換・読書感想文コンクール審査会日程調整）

第１回　理事研修会 7月 2日 (木） 岡山市立曽根小学校 ・第 66 回読書感想文コンクール　岡山市一次審査に向けて 20 名

全体研修会並びに第 2回区別研修会 中止 ・第 66 回読書感想文コンクール　岡山市一次審査に向けて

第 66 回岡山市読書感想文コンクール

第一次審査会 ( 区）並びに研修会

9月 8日 (火）

9月 8日 (火）

9月 3日 (木）

9月 1日 (火）

9月 8日 (火）

北１区　東山公民館

北２区　岡山市立吉備中学校

東区　　西大寺公民館

中区　　私立就実小学校

南区　　岡山市立福田中学校

・岡山市二次審査に出品する作品の選考 ,入賞者作品名簿の作成

・各区の応募総数の確認 ,二次審査の審査員の推薦

31 名

27 名

29 名

30 名

35 名

計 152 名

第 65 回岡山市読書感想文コンクール

第二次審査会 ( 市）並びに研修会

9月 16 日 ( 水） 岡山市ウェルポートなださき ・特選（県出品）・金賞・銀賞作品の選考 32 名

第 2回理事会研修会 中止

第 3回理事会研修会 1月 26 日 ( 火） 岡山市立曽根小学校 ・読書感想文・賞状の仕分け 16 名

第３回区別研修会 中止

第４回　理事会研修会 3月上旬 紙面開催 ・今年度の反省 ,次年度への引継ぎ

第２回　正・副会長会 3月中旬 紙面開催 ・令和 2年度事業報告・令和 3年度事業計画案

反省と課題

・今年度は，コロナの影響で研修会が開催できなかった。研究に関しては，研究部会は開催できなかったが，次年度の県大会で発表する中学校区の小中学校が，研究授業や研究協議を行い，

発表の準備を進めている。

・読書感想文の出品について，書き方や文字数など細かい点も各校へ周知徹底ができていないことがあった。また，賞状の記入ミスが多くあり，追加配布することが多かった。全体へ周

知徹底する方法を検討する必要がある。

・岡山支部は，事務局を 2校で分担し，仕事内容の精選と分業化を進めた。

赤磐
読書感想文審査会及び研修会 9月 8日（火） 赤磐市立笹岡小学校 赤磐市内小中学校読書感想文審査 10 名

和気
読書感想文コンクール支部審査会 9月 11 日（水） 本荘小学校 読書感想文の審査 7名

備前

第１回　備前市学校図書館部会研修会 5月 1日（金） 備前中学校 ○令和元年度の事業報告 ,令和 2年度の組織作り・事業計画作成・各校

の情報交換

15 名

第１回　司書部会研修会 8月 3日（月） 伊里小学校 ○令和元年度の活動報告 ,令和 2年度の計画立案 ,小・中学校各部会研

修

15 名

第２回　研修会並びに読書感想文審査 小学校の部

9月 10 日（木）

中学校の部

9月 15 日（火）

三石小学校

伊里中学校

○各校の読書指導情報交換 , 読書感想文の審査と反省

○各校の読書指導情報交換 , 読書感想文の審査と反省

11 名

5 名

第２回　司書部会研修会 10 月 13 日（火） 西鶴山小学校 ○全体研修（選書方法等）,小・中学校各部会研修 15 名

第３回　司書部会研修会 12 月 25 日（金） 吉永小学校 ○全体研修（ブックトーク）,小・中学校各部会研修会 15 名

第４回　司書部会研修会 2月 19 日（金） 日生中学校 ○全体研修（オリエンテーション）,小・中学校各部会研修会（予定）

反省と課題

〈読書感想文審査会より〉

・今年度から、題名の指示があったが、前年度までと同様のままでの出品が見られた。せっかく出品するので、もったいないと感じた。・今年度はコロナ休校のため、夏休みの宿題の量を

調整した関係で、出品数が非常に少なかった。

・県に出品される作品のレベルが知りたい。上げるべきか迷う作品が多く、非常に悩んだ。出品数がゼロになるなら上げた方がよいなど、各地区はどうしているか知りたい。

〈司書部会研修会より〉

年度当初、コロナ対策をしながら貸し出しを行うことが不慣れであり、難しかった。公共図書館の対策などを参考にした。今年度は研修を設けるのが難しかったが、研修内容を精査し、

実際に即したものが出来たように思う。

瀬戸内

第 66 回岡山県青少年読書感想文コンクール瀬

戸内市審査会・研修会

9月 10 日（木） 瀬戸内市中央公民館 読書感想文の審査と審査に係る研修等 18 名

反省と課題

コロナの影響で夏期休業日が短縮され、その影響もあり、感想文の応募数が半分程度に減少した。

玉
野

・玉野市学校図書館協議会総会及び研修会 6月 30 日 ( 水） 中止：資料配付 ・令和元年度支部事業・決算等報告

・令和 2年度支部事業・予算等計画

・読書感想文コンクール実施計画

21 校

・青少年読書感想文コンクール支部審査会及び

研修会（小学校）（中学校）

9月 11 日 ( 金）

9月 25 日 ( 金）

日の出ふれあい会館

日の出ふれあい会館

・小学校低・中・高学年で各類ごとに審査

・中学校各類ごとに審査

15 名

14 名

・司書研修会 9月 3日 (木） 日の出ふれあい会館

（毎月の研修会は中止）

・学校図書館の運営と事務、読書推進等の研修

・小学校部会・中学校部会に分かれての研修　他 22 名

反省と課題

・読書感想文コンクールの審査や、読書感想文集の取りまとめについては先を見通して取り組むことができている。事務局が交代する際に、きちんと引継ぎができる体制を整えたい。また、

学校司書研修会については、司書の資質能力の向上には寄与している。

　なお、今年度については新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、研修会は必要最小限の開催とした。

加賀郡
・第１回研修会 　9月 8日（金） 大和小学校 ・読書感想文の書き方指導等についての研修・読書感想文加賀支部出品

作品の審査

11 名
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支部名 実施事業名 実施期日 実施会場 内　　　　容 参加人数

反省と課題

・今年度は，コロナウイルス感染拡大防止のため，年度始めに集まらずに計画をたてた。

・研修会では，感想文の書き方の研修や読書感想文の審査会など，充実した活動ができた。

倉
敷

学校図書館協議会第１回理事会及び総会【中止】 6月 26 日（金） くらしき健康福祉プラザ 今後の見通しの計画の立案

学校図書館協議会第２回理事会 7月 30 日（木） 児島小学校 読書感想文コンクールに向けて 27 名

学校図書館協議会研修会【中止】  8 月 4 日（火） くらしき健康福祉プラザ 「豊かな心を育む学校図書館教育」

読書感想文コンクール児島地区審査（小） 8月 31 日（月） 緑丘小学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール玉島地区審査（小） 8月 31 日（月） 穂井田小学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール倉敷地区審査（小） 9月 1日（火） 老松小学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール水島地区審査（小） 9月 1日（火） 第五福田小学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール西部地区審査（中） 9月 1日（火） 真備東中学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール船穂・真備地区審査（小） 9月 2日（水） 呉妹小学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール児島地区審査（中） 9月 2日（水） 味野中学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール倉敷地区審査（中） 9月 3日（木） 東中学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール水島地区審査（中） 9月 4日（金） 水島中学校 中央審査に向けての読書感想文の地区別の審査 約 30 名

読書感想文コンクール中央審査（小） 9月 9日（水） ライフパーク倉敷 県出品に向けての審査 約 30 名

読書感想文コンクール中央審査（中） 9月 15 日（火） ライフパーク倉敷 県出品に向けての審査 約 30 名

学校図書館協議会第３回理事会 2月 15 日（月） 児島小学校 本年度のまとめと来年の計画の立案 27 名

反省と課題

今年度は，感染症拡大防止の観点から第１回理事会及び総会を中止とし，議題は校支援の回覧板での書面表決をとった。

研修会は中止とした。来年度は例年と同様に取り組みたい。

浅
口

小教研浅口支会学校図書館教育研究部会夏期研

修会

8月 5日（水） 浅口市立寄島小学校 講話「今ここで　~ 朝の読書との出会い ~」元県立鴨方高等学校　校長　　

妹尾　和弘先生

17 名

読書感想文浅口支部審査会 9月 10 日（木） 浅口市立寄島小学校 読書感想文支部審査 23 名

反省と課題    

　夏季研修会では、朝読書の意義について教えて頂いた。また、妹尾先生ご自身が作成された「今、ここで」という通信を見せて頂いた。読むことと、書くことによって、生徒たちは自

身を見つめていくという。生徒たちの行動を促す感動を与えられるものは本であると話された。朝読書を取り入れられた講話を聴き、読書の意味を再認識した研修だった。

　読書感想文支部審査会では、コロナ禍の中の夏休みで出品数も多くなかったが、じっくりと感想文を読み合い、審査をすることができた。

笠
岡

読書感想文コンクール支部審査会 9月 14 日（月） 笠岡市立陶山小学校 ○岡山県読書感想文コンクールの支部審査 23 名

反省と課題

本年度は，コロナウイルス感染症のため，図書館教育部会の研修を実施することができなかった。読書感想文コンクールの支部審査については，感染症対策を行いながら予定通り実施した。

小
田

小田郡学校図書館協議会総会

並びに感想文審査会

9月 11 日 ( 金） 矢掛町立美川小学校 ・令和元年度事業報告　　・役員選出　　・予算決算報告

・令和 2年度事業計画　　・読書感想文の支部審査会

10 名

反省と課題

・今年度は，コロナウイルス感染症のため活動，総会，読書感想文審査会の１回のみの活動になった。

・１学期に会がもてなかったので，読書感想文の題名の付け方や書き方等については，１学期末に文書で各校に周知した。次年度も，各校の先生方へお願いをしたい。

・夏休みが短縮になり，応募数の減少を心配していたが，各校の先生方の声掛け，指導もあり，昨年度と同等の応募作品があった。

・読書感想文集（学校合本）の購入が１冊以上になったことは，小規模校の多い小田支部にとってはありがたかった。

井
原

読書感想文支部審査 9月 15 日（火） 井原市立木之子小学校 ・令和 2年度の活動計画についての協議

・井原市学校図書館協議会の役員紹介

・支部審査会

　小学校低学年の部

　小学校中学年の部

　小学校高学年の部

　中学校の部

9月下旬〜 10 月上旬

10 月 16 日（金）

1月 15 日（金）

1月下旬

各校各校 ・支部審査会での特選

・入選の児童の表彰・読書感想文集の注文とりまとめ→県事務局に申し込み

・読書感想文集・県出品の賞状等を各校に配付

・県審査会での優秀賞・入選・佳作児童の表彰

反省と課題

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から，支部審査会において事前に作品をコピーして審査員に配付した。精度の高い，効率的な審査を行うことができた。

・支部に出品した感想文の文章量が不十分な作品が数点見られた。コンクールに出品するという点を考慮した指導の充実と確認が望まれる。

・岡山県の応募票を使うことや，応募票の添付の仕方等，出品に際して不十分な学校があった。より確実に周知できるようにする必要がある。   

総
社

図書館教育班会

第１回図書館教育班会 8月 5日（水） 維新小学校 新刊を含む児童書等の選書会 13 名

第６６回岡山県青少年読書感想文コンクール

総社支部審査会 9月 14 日（月） 維新小学校 読書感想文コンクール審査 23 名

学校司書部会

第１回学校司書部会 7月 24 日（金） 維新小学校 司書部会研修計画　 12 名
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支部名 実施事業名 実施期日 実施会場 内　　　　容 参加人数

第２回学校司書部会 3 月 5 日 ( 金 ）　

予定

維新小学校 学校図書館システム研修 12 名

反省と課題

（班会）今年度、総社市図書館と情報交換の場を持つことができなかったが、連携しながら様々な活動を推進することに努めた。

（司書部会）来年度は、例年通り年４回の司書部会を行い、各校の連携を深め有意義な研修を行っていきたい。

高
梁

研修会 6月 24 日（水） 高梁市文化交流館 ○年間計画の作成・読書感想文コンクールについて説明 10 名

読書感想文コンクール審査会 9月 10 日（木） 高梁市図書館 ○読書感想文コンクール審査 22 名

研修会（学校図書館司書部会との合同研修会） 1月 19 日（火） 高梁市成羽複合施設 ○講義・演習

（講師）　岡山県立図書館サービス第一課　児童資料班　住友加奈子氏

（内容）　読み聞かせの基礎

○協議

　・部会ごとの情報交換等

　・図書館教育について

　・今年度の取り組みの反省

24 名

反省と課題    

・第１回研修会は県協議会からの指示の伝達を中心に行った。コンクールへの積極的参加を呼びかけるとともに、校内審査のあり方や各校から提出される出品目録の記入について、県協

議会から指示されたことをもとに各校へ依頼を行った。本年度は 6 月に開催できたので、来年度以降も夏季休業の課題として取り組めるよう、研修会開催があまり遅くならないように配

慮したい。

・第１回研修会において感想文コンクールについての確認事項を連絡することで、校内審査や書類の提出が適切になされてきている。感想文コンクール審査会は、小学校と中学校では、

出品数や内容等により審査にかかる時間が大きく異なるため、審査後に反省や今後に向けての協議ができにくい点が課題である。

・学校図書館司書部会との合同研修会では、県立図書館の方を講師としてお招きし、「読み聞かせの基礎」の講習を行った。講義の後、持参した絵本の読み聞かせの実技講習を行った。改

めて読み聞かせについて学び、大変参考になった。また、図書館教育について情報交換を行うことができた。

新
見

新見市読書感想文支部審査 9月　17 日（木） 阿新教育会館

新見市読書感想文集の原稿作成 12 月 各校 新見市読書感想文支部審査で特選、準特選に入った生徒の作品をパソコ

ンでデータ打ちをする

新見市読書感想文集の原稿校正 1月 各校

理事会及び研修会 3月 阿新教育会館

反省と課題

コロナ禍で支部での研修会ができなかったが、読書感想文コンクールは例年通り行うことができた。

津
山

津山市学校図書館協議会

第 1回総会・研修会　中止

6月　22 日（月） 感染症対策のため文書にて組織体制や活動計画について連絡

図書選定会 8月　20 日（木） 津山ブックセンター 児童・生徒にすすめる本の選定と紹介文の作成 22 名

津山市読書感想文コンクール審査会 9月　8日（火） 津山市中央公民館 津山市内の児童・生徒の読書感想文の審査 35 名

図書選定会 1月　21 日（木） 津山ブックセンター 児童・生徒にすすめる本の選定と紹介文の作成 20 名

津山市学校図書館協議会

第 2回総会・研修会

1月　26 日（火） 津山市中央公民館 活動の総括

来年度の研究活動の方向性や組織体制についての協議

35 名

反省と課題

・仕事内容の精選や、事務局次長との仕事の分担など、来年度に向けて負担の軽減に努めたい。

・読書感想文に関する応募規定についての徹底を図りたい。

苫
田

総会・研修会 7月 3日（金） 鏡野町中央公民館 事業・決算報告、事業・予算計画、読書感想文コンクールについての説

明、各校の図書館利用について交流

9名

読書感想文審査会 9月 10 日（木） 鏡野町中央公民館 小・中読書感想文の審査 11 名

研修会 3月 2日（火） 鏡野町中央公民館 今年度の事業反省、読書感想文審査についての反省、各校の読書活動推

進の取組を情報交流

9名

反省と課題

例年通りの活動ができたのでよかったが、活動の広がりはなかった。(３月２日に今年度の事業反省をするので、現段階では苫田郡全体の反省はできていない。）

勝
田

令和 2年度勝田郡学校図書館協議会総会・研修

会

　7月　7日（火） 勝央北小学校 令和元年度事業報告　並びに　決算報告

令和 2年度事業計画並びに予算案

県学校図書館協議会報告

読書感想文審査会について

7名

勝田郡読書感想文審査会（小学校の部） 　9月 11 日（金） 勝央北小学校 読書感想文審査 4名

勝田郡読書感想文審査会（中学校の部） 　9月 17 日（木） 勝央中学校 読書感想文審査 6名

反省と課題

感想文審査会を目標に、各校で感想文に取り組むことが出来た。

感想画は、教育課程の位置づけなども明確になっていない学校が多く、十分取り組むことが出来ていない。

例年、3学期に研修会を行っていたが、今年度はコロナ禍により、研修会を設定することが難したっかため実施していない。

久
米

岡山県事務局長会及び研修会 2020/6/18( 木） 倉敷南高校 令和元年度事業報告・決算報告、令和 2年度事業計画・予算案審議 1名

久米郡学校図書館協議会総会・研修会 2020/7/10( 金） 神目小学校 令和 2年度事業報告・決算報告、令和 3年度事業計画（予算案は後日メー

ルで確認） 

読書感想文・読書感想画応募についての確認

10 名

久米郡読書感想文審査会 2020/9/8( 火） 美咲町役場 読書感想文支部審査（小学校） 8名

久米郡読書感想文審査会 2020/9/17( 木） 美咲町役場 読書感想文支部審査（中学校） 5名

岡山県事務局長会及び研修会 2021/1/14( 木） 倉敷南高校 事務連絡 1名

真
庭

総会及び研修会 　　　7月　6日

（月）

久世公民館 前年度事業報告、今年度役員選出、事業計画、予算案協議 26 人

読書感想文支部審査会 　　　9月　8日

（火）

久世公民館 読書感想文の審査、県出品作品の決定、文集注文についての説明 28 人
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支部名 実施事業名 実施期日 実施会場 内　　　　容 参加人数

反省と課題

昨年度より、真庭支部の事務局はブロックごとの持ち回りとなった。ブロック内で会計・審査会の役割を各校に割り振り、分担して行い、効率的に行うことができた。

各校の担当者や読書感想文の出品者名簿はサーバー内のファイルに直接入力してもらうようにし、効率的に事務局業務を行えた。

美
作
・
西
粟
倉

支部総会・研修会ｰ中止（書面にて承認） R元年度事業・会計決算報告　R2 年度役員選出、事業計画、予算案、読

感文ｺﾝｸｰﾙ等について　

支部読書感想文審査会・研修会 9月 17 日（木） 美作中学校 読書感想文審査 7名

支部読書感想文審査会・研修会 9月 24 日（木） 作東農業改善ｾﾝﾀｰ 読書感想文審査 11 名

反省と課題    

・支部総会の開催は、新型コロナウイルス感染症対応により開催できず。書面にて審議の上、今年度をしていく運びとなった。

・支部読書感想文審査会は、水曜日が会議や修学旅行等重なりがあったため、再度の日程調整をした。

・昨年度同様、運動会の開催時期と審査会の時期、県出品の手直しと県提出と協力のもと、できた。

備
前

役員会 6月 25 日（木） 山陽学園高校 （1）令和元年度事業報告・決算報告について

（2）令和 2年度役員案・活動方針・事業計画・予算案について

（3）事務局校・役員校・研究発表校のローテーション等について

20 名

総会 中止（役員会で

決議）

第 1回研究会 中止（7月）

第 2回研究会 11 月　19 日（木） 山陽学園高校 研究発表 :「定時制高校で人と図書をつなぐ」

発表者 :岡山県立烏城高等学校　教諭　橋本 育視　先生

講演 :「『主体的・対話的で深い学び』を支える学校図書館」

講師 :高見　京子　先生

32 名

《司書部会研修会》

第 1回研修会 中止（4月）

第 2回研修会　兼　合同司書部会 9月 18 日（金） 倉敷青陵高校 （1）協議　　理事会より、ネットワーク研究委員会より、次回おすすめ

本テーマ、「プチ紹介」担当校

（2）支部研修① :「学校図書館電子化アンケートについて　兼　サポー

ト校中心のフリートーク」

（3）支部研修② :「UV レジンとプラバンを使った景品作り」

（4）合同研修 A: 初任者研修　　　/　　合同研修 B: 授業準備研修

（5） 協議・連絡（3支部合同）　

　　学校図書館活用研究委員会より、読書推進・サポート班より、岡山

県立図書館より

26 名

第 3回研修会　兼　合同司書部会 中止（12 月）

第 4回研修会 中止（2月）

《交流会》※本年は開催なし

反省と課題    

今年度は新型コロナウイルス感染防止を考慮し、諸会議・研究会・交流会を中止せざるを得ない状況であった。そのため、教職員・司書や生徒が他校と情報交換しスキルを共有する機会

の得にくい一年であった。

来年度もしばらくはこのような状況の継続が予想されるため、会議や交流会のオンラインでの開催も検討に加え、協力体制を整えていきたい。

事務局としては、総会で渡すべき資料の配付について役員校のご協力を賜わるなど、各校の先生方に様々なご協力・ご支援を賜る一年であった。ここに感謝の意を示したい。来年度以降も、

オンラインやメールで会議の代替を行う場合、郵送費用の増大が懸念される。限られた予算の中で円滑な運営ができるよう、費用の分配のあり方について今一度検討していきたい。

備
中

第１回役員会 6月 25 日（木） 総社南高校 （1）平成元年度事業報告及び会計報告

（2）令和 2年度事業計画（案）及び予算（案）

（3）支部総会・研究協議会について

7名

総会・研究協議会 中止・紙面審議 （1）報告事項

・令和元年度事業報告及び会計報告

・令和 2年度役員紹介

（2）協議事項

・令和 2年度事業計画（案）及び予算（案）

（3）実践報告

「おかやま山陽の読書教育について」

おかやま山陽高等学校　司書教諭　吉田春那　氏

（4）研究協議及び情報交換

司書部会　第１回研修会 中止

　第２回研修会　備前支部・美作支部との合同

研修

9月 18 日（金） 倉敷青陵高校 報告（活動報告・決算報告）/協議（予算案・活動計画）/その他連絡

支部研修Ⅰ　「授業との連携」事例紹介（各校から）

支部研修Ⅱ　「授業との連携」事例をブラシュアップする（グループ協議）

合同研修　　（研修 A: 初任者研修、研修 B: 授業準備研修）

26 名

　第３回　　第４回　　 中止

図書委員会交流会 中止

第２回役員会 中止・紙面審議 （1）令和 2年度事業報告及び会計報告

（2） 令和 3年度支部総会・研究協議会について

反省と課題

〇備中支部役員校のローテーションを改定し、事務局担当校を輪番制とすることとなりました。

〇コロナ禍の一年、全てにおいて模索の一年でした。この状況はまだまだ継続しそうです。微力ではありますが、次年度に向けて事務局校の役目を果たしていきたいと思います。

美
作

第１回司書部会初任者研修会（美作支部） 4月 24 日（金） 津山高校 初任者研修　協議連絡 4名

第１回美作支部役員会・総会 5月 7日（金） 津山高校 役員会 :平成元年度事業報告、令和元年度会計決算報告、令和 2年度事

業計画案、令和 2年度予算案、令和 2年度美作地区図書委員会交流会案

総会 : 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し、書面にて連絡・

協議の上決議

7名

（役員会）
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支部名 実施事業名 実施期日 実施会場 内　　　　容 参加人数

美
作

第２回美作支部役員会 7月 8日（水） 津山高校 第 2 回研究協議会の研修内容について、第 10 回読後感想文コンクール

について

7名

第２回司書部会研修会（全支部合同） 9月 18 日（金） 倉敷青陵高校 美作支部研修 :協議連絡、SLA 津山大会について、委員会交流会について 

備前・美作合同研修 :学校図書館電子化アンケートについて、工作実習 

合同研修 :初任者研修・授業準備研修

8名

第 10 回美作地区高校生読後感想文コンクール

表彰式

12 月 4 日（金） 津山高校 担当校講評、美作地区高校生読後感想文表彰、最優秀賞生徒による受賞

の言葉

生徒 7名

教員11 名

第２回美作支部総会・研究協議会 12 月 4 日（金） 津山高校 令和 3年度事業計画案

各校の新型コロナウイルス感染対策について　　学校図書館における

ICT の活用について　図書委員会交流会について

11 名

第３回司書部会研修会（美作支部） 12 月 11 日（金） 津山工業高校 協議連絡、委員会交流会について、統一システム Libmax について 10 名

第４回司書部会研修会（美作支部） 2月 25 日（木） 美作高校 協議連絡、令和 2年度活動総括、令和 3年度活動計画、委員会交流会に

ついて

10 名

反省と課題    

・新型コロナウイルス感染予防のため第 1 回の総会を実施できなかった。メールや書面で決議をいただくことになったが、今年度初めて図書の担当をすることになった教員もおり、共通

理解を図ることが難しかった。

・図書委員会の活動に制限がかかり、委員会交流会も実施できなかった。来年度はしっかりと感染予防をした上で実施していきたい。

・例年美作地区で実施している読後感想文コンクールについては、夏休みが短かったために今年度の応募が少なかった。また感染予防のためという理由で表彰式に出席できなかった生徒

がいたのは残念である。  
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１．構成組織

岡山県 小学校 教育研究会情報教育研究部会学校図書館部

岡山県学校図書館協議会 岡山県 中学校 教育研究会学校図書館部会

（県ＳＬＡ） 岡山県 高等学校 教育研究会学校図書館部会

２．組織図

代表役員会（5月） 

役員組織

総会（6月） 

代表理事会（2月） 

事務局 支部事務局長会議（6月・1月） 

岡山県学校図書館協議会

（県ＳＬＡ）

司書部会

部会・研究組織

絵本研究部会（年9 回）

優良図書研究部会（年8 回） 

指定図書選定委員会（3月） 

読書感想文コンクール

（小・中･･･中教研，高･･･（前）高教研）

読書感想画コンクール

（小・中・高･･･コンクール事務局）

事業執行組織

岡山県学校図書館研究大会（支部協議会）

岡山県学校司書研究協議会・研修会（司書部会） 

岡山県学校図書館協議会組織図岡山県学校図書館協議会組織図
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第1条 本会は，岡山県学校図書館協議会という。 

第2条 本会は，事務局を会長在任の学校内におく。 

第3条 本会は，県下小・中・高等学校の学校図書館相

互の連絡とその充実，発展をはかり，本県教育の

推進に寄与することを目的とする。 

第4条 本会は，前条の目的を達成するために次の事業

を行う。 

(1) 県下学校図書館相互の連絡提携，情報交換 

(2) 学校図書館運営に関する研究会，講習会，展示
会等の開催。 

(3) 学校図書館教育の研究 

(4) 読書指導の研究 

(5) 学校司書の研修と身分待遇の改善 

(6) 絵本・優良図書の研究 

(7) その他 

２．第1項(2)の事業の推進，及び(3)(4)の事業の援助を

行うため，研究部会を設ける。 

研究部会は，特に必要のない場合，適宜活動を休

止することができる。 

３．第1項(5)の事業を行うため，司書部会を設ける。

司書部会関することは，別に規定を定める。 

４．第1項(6)の事業を行うため，絵本研究部会，優良

図書研究部会，ニューメディア研究部会，読書ノー

ト研究部会を設ける。それぞれの部会で必要な規定

は，別に定める。 

第5条 本会は，岡山県小学校教育研究会情報教育部会

学校図書館部（以下「小教研」と略す）・岡山県中

学校教育研究会学校図書館部会（以下「中教研」

と略す）・岡山県高等学校教育研究会学校図書館部

会（以下「高教研」と略す）によって構成する。 

第6条 本会加入の小・中学校においては郡市ごとに，

高等学校においては地区（備前・備中・美作）ご

とに，支部協議会を設ける。 

２．支部協議会に会長を置く。また，必要に応じて副

会長を置くことができる。 

３．支部協議会に支部事務局を設け，支部事務局長を

置く。 

４．本会は，年に数回，支部事務局長会議を開催し，

必要な書類の配布，事務連絡事項の伝達を行う。 

５．その他，支部協議会に関する規定は，各支部協議

会で適宜決める。 

第7条 本会は，社団法人全国学校図書館協議会の賛助

会員となる。 

２．本会の会長及び事務局長は，社団法人全国学校図

書館協議会の正会員となる。 

第8条 本会に次の役員を置き，任期は２カ年とする。

ただし再任を妨げない。また，補欠役員の任期は，

前任者の残留期間とする。 

(1) 会 長 

(2) 副 会 長 

(3) 代表理事 

(4) 理 事 

(5) 監 事 

２．役員の選出は次のとおりとする。 

(1) 会長は，小教研情報教育部会副部会長（学校図

書館部担当），中教研・高教研の各部会長の中から

選出される。 

(2) 副会長は，会長にならなかった小教研情報教育

部会副部会長（学校図書館部担当），中教研・高教

研の各部会長をもって充てる。 

(3) 代表理事は，小教研情報教育部会副部会長（学

校図書館部担当）・常任理事（学校図書館部担当）・

事務局員（学校図書館部担当1名），中教研・高教

研の各部会長・副部会長・事務局長，及び司書部

会長をもって充てる。 

(4) 理事は，代表理事及び各支部協議会の会長・副

会長をもって充てる。 

(5) 監事は，原則として事務局校の所在する支部内

で，小教研・中教研から1名，高教研から1名選

出する。 

３．本会の最小限の役員組織として，代表役員会を設

ける。代表役員は，小教研情報教育部会副部会長（学

校図書館部担当）・事務局員（学校図書館部担当1名），

中教研・高教研の各部会長・事務局長，及び司書部

会長をもって充てる。 

４．以上の役員については，年度当初の新旧代表役員

会で選出され，総会において承認を得るものとする。

但し，代表理事については，総会において決定・承

認されるものとする。 

第9条 役員の任務は次のとおりとする。 

(1) 会長は，会を代表し会務を総括する。 

(2) 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるとき

‒70‒ 

岡山県学校図書館協議会規約岡山県学校図書館協議会規約
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は会務を代理する。 

(3) 代表理事は，会務の重要事項を協議し決定する。

また，代表役員会で仮決定した事項について協議

し，決定する。 

(4) 理事は，会務全般について協議し，代表理事会

での決定を承認する。また，年度当初に新旧代表

役員会で仮決定した事項を決定する。 

(5) 監事は，会計を監査する。 

(6) 代表役員は，本会の最小限の役員組織として，

緊急を要する事項について協議し，仮決定する。

年度当初に開催する新旧代表役員会では，役員の

選出等重要事項を仮決定する。 

第10条 本会の，総会・代表理事会・代表役員会は毎年

１回以上開催する。総会は，理事会をもってこれ

に代えることができる。 

第11条 事務局には，事務局長，事務局次長，参事，事

務職員等をおき，会務を処理する。 

第12条 本会は，役員会の推薦により顧問・参与・賛助

員を置くことができる。 

第13条 本会の経費は，構成団体の拠出金・寄付金をも

ってあてる。 

第14条 本会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌

年３月３１日に終わる。 

 

（規約施行は昭和25年から[推定]） 

  ･･･（中略）･･･ 

平成 ８年 ６月 ４日 一部改正 

平成１１年 ６月 ３日 一部改正 

平成１４年 ５月３０日 一部改正 

平成１７年 ６月 ２日 一部改正 

 

 

 

 

‒71‒ 
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第1条 この部会は，岡山県学校図書館協議会規約第 4

条に基づいて設けられ，岡山県学区図書館協議会

司書部会と称する。 

第2条 この部会の事務局は，岡山県学校図書館協議会

会長の在任の学校内におく。 

第3条 この部会は，岡山県下の学校司書の資質向上と

専門性の追求をめざし，学校図書館の充実と発展

に資することを目的とする。 

第4条 この部会は，前条の目的を達成するために，次

の事業を行う。 

(1) 「研究協議会」と「研修会」の計画立案・開催

と参加 

(2) 各地域で行われる学校図書館研修会に対する情

報提供や意見交流 

(3) 優れた実践の掘り起こしと，研究実践を広める

ための活動 

(4) 学校司書の配置増と安定した雇用の確率のため

の活動 

第5条 この部会は，岡山県下の小・中・高等学校図書

館に勤務する学校司書及びこれに準ずる者を会員

として構成する。 

第6条 この部会は，次の役員をおく。 

(1) 部会長  １名 

部会を代表し，部会の運営にあたる。また，会

計事務も担当する。 

(2) 副部会長 若干名 

部会長を補佐し，部会長に事故のあるときには

これに代わる。 

(3) 理事   若干名 

理事会を構成し，会務の重要事項を審議する。

また，地区を代表して，部会との連絡と地区の運

営にあたる。 

(4) 監事   2名 

会計事務を監査し，総会に報告する。 

第7条 役員は，次の方法によって定める。 

(1) 役員は，総会において選出する。任期途中にお

いて退任のときは部会長が理事にはからって補充

し，総会の承認を得る。 

(2) 部会長は，会員全体の中から選出する。 

(3) 副部会長は，校種別，地区別に選出する。 

(4) 理事は，校種別，地区別に選出する。 

(5) 監事は，原則として理事経験者の中から選出す

る。 

第8条 役員の任期は2年とし，再任は妨げない。欠員

によって補充された役員の任期は，前役員の残任

期間とする。 

第9条 この部会は，年 1 回総会を開催する。なお，

理事会が必要と認めた場合，又は会員の3 分の

１以上から請求のあった時は，臨時総会を開催

しなければならない。 

２．総会は，会員の過半数の出席をもって成立する。

議事は出席者の過半数で決するものとする。 

３．総会に附議しなければならない事項は次のとおり

とする 

① 会則の改正 

② 役員の選出 

③ 事業計画並びに事業報告 

④ 予算案並びに決算の承認 

⑤ その他重要な事項 

第10条 この部会は年 3 回理事会を開催する。なお，

理事の3分の1以上から請求のあった時は，臨

時理事会を開催しなければならない。 

２．理事会は，役員の過半数の出席をもって成立する。 

３．理事会では，各地区の情勢報告・研修報告などの

情報交換を行うほか，総会の運営に関する事項，総

会に附議する議題，研究協議会・研修会に関する事

項等，司書部会に関する重要な事項を審議する。 

４．理事会は，次の事項について決議することができ

る。緊急を要する場合で会議開催が不可能な場合は，

文書持ち回りにより決議を行う。ただし，これらの

決定については，次の総会において承認を得なけれ

ばならない。 

① 役員の補充 

② その他司書部会として緊急に決定が必要な

事項 

第11条 本会の経費は，会費・助成金及びその他の収

入をもって充てる。ただし，当分の間会費は徴

収しない。なお，研修に要する実費は，そのつ

ど徴収することができる。 

２．会計年度は，毎年4月1日に始まり，翌年3月31

日に終わる。 

 

本会則は，昭和50年4月1日から施行する。 

平成15年7月24日 一部改正 

平成18年7月26日 一部改正 
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岡山県学校図書館協議会７０年の歩み（略年表） 
西暦 年号 研究集録 全国大会 中国大会 県 大 会 県大会講師 主要行事など 会 長 副  会  長

1950 
昭和 

25 
(1)東 京 

県ＳＬＡ発足
尾野作次郎 

（操山） 

大土井淑夫（清輝） 

下山  練（津山中） 

神崎 

1951 26 (2)京 都 
尾野作次郎 

（操山） 

大土井淑夫（清輝） 

下山  練（津山中） 

神崎 

1952 27 (3)小田原 
総会 

久米井 東 

「岡山学校図書館」 

創刊9月20日付 

尾野作次郎 

（操山） 

大土井淑夫（清輝） 

下山  練（津山中） 

神崎 

1953 28 (4)大 分 
総会 

坂本 一郎 
司書講習（岡山大学） 

尾野作次郎 

（操山） 

大土井淑夫（清輝） 

下山  練（津山中） 

神崎 

1954 29 (5)仙 台 
総会 

尾野作次郎 

司書教諭講習 

（大阪学芸大学） 

9名参加 

尾野作次郎 

（操山） 

大土井淑夫（清輝） 

神崎 

水島  進（弓削中） 

1955 30 (6)徳 島 
(1) 西大寺， 
倉敷，津山 

松尾弥太郎 学校図書館法施行 
尾野作次郎 

（操山） 

1956 31 (7)宇都宮 
(2) 岡山， 

倉敷，津山 
佐野 友彦 

内藤 一人 

（操山） 

1957 32 (8)札 幌 (3) 岡 山 
松尾，佐野 

鈴木， 芦谷 

内藤 一人 

（操山） 

1958 33 (9)岡 山 (4) 岡 山 深川 恒喜 
内藤 一人 

（操山） 

1959 34 (10)東 京 (1) 萩 
(5) 和気， 

吉備，英田 

臼井 吉見 

佐野 友彦 

司書教諭講習 

（岡山大学） 10周年 

内藤 一人 

（操山） 

1960 35 (11)大 阪 
(6) 児島， 

笠岡，苫田 
鈴木 英二 

内藤 一人 

（操山） 

高祖 忠直 

室山 三義 

三谷  堅（津 一） 

1961 36 (12)新 潟 (2)広 島 
(7) 赤磐， 

上房，久米 
松尾弥太郎 

内藤 一人 

（操山） 

高祖 忠直（深 柢） 

室山 三義（倉 東） 

宮野辰右衛門 

1962 37 (13)松 山 (8) 岡 山 裏田 武夫 
内藤 一人 

（操山） 

1963 38 (3)松 江 
(9) 玉野， 

井原，真庭 

鈴木 英二 

松尾弥太郎 

内藤 一人 

（操山） 

柴部 武士 

宮野辰右衛門（岡北） 

井上弥太郎 

1964 39 (14)成 田 

(10) 御津， 

浅口，勝山 

（奈義） 

佐野 友彦 
内藤 一人 

（操山） 

三島 一夫（深 柢） 

神原 利一（桑 田） 

川部  済 

1965 40 2号 (4)倉 吉 
(11) 児島， 

新見･阿哲，英田 
松尾弥太郎 

内藤 一人 

（操山） 

1966 41 3号 (15)鹿児島 (12) 津 山 松尾弥太郎 
川端  清 

（大安寺） 

三島 一夫（深 柢） 

神原 利一（桑 田） 

1967 42 4号 (5)津 山 (13) 津 山 木村  毅 
川端  清 

（大安寺） 

三島 一夫（深 柢） 

神原 利一（桑 田） 

1968 43 5号 (16)名古屋 (14) 矢 掛 野地 潤家 
川端  清 

（大安寺） 

三島 一夫（深 柢） 

梶原良太郎（岡 北） 

1969 44 6号 (6)防 府 (15) 岡 山 相島 敏夫 20周年 
板谷 二郎 

（大安寺） 

林  幸彦（出 石） 

広江 利夫（操 南） 

1970 45 7号 (17)山 形 (16) 成 羽 
板谷 二郎 

（大安寺） 

林  幸彦（出 石） 

広江 利夫（操 南） 

1971 46 8号 (7)大 竹 (17) 津 山 岩田  斉 
桐野 事雄 

（大安寺） 

小林  元（財 田） 

広江 利夫（操 南） 

1972 47 9号 (18)兵 庫 (18) 玉 野 芦谷  清 
桐野 事雄 

（大安寺） 

小林  元（旭 東） 

広江 利夫（丸之内） 

1973 48 10号 (8)出 雲 (19) 邑 久 石森 延男 
桐野 事雄 

（大安寺） 

小林  元（旭 東） 

坪井 隆二（石井中） 

1974 49 11号 (19)東 京 (20) 北 房 谷川 徹三 
金谷 達夫 

（大安寺） 

小林  元（旭 東） 

坪井 隆二（石井中） 

1975 50 12号 (9)鳥 取 (21) 苫 田 滑川 道夫 
金谷 達夫 

（大安寺） 

赤木  庚（妹尾小） 

坪井 隆二（石井中） 

1976 51 13号 (20)岐 阜 (22) 倉 敷 戸川 幸夫 
金谷 達夫 

（大安寺） 

赤木  庚（妹尾小） 

松本  猛（京山中） 

1977 52 14号 (10)倉 敷 (23) 倉 敷 外山滋比古 
金谷 達夫 

（大安寺） 

赤木  庚（妹尾小） 

松本  猛（京山中） 
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県教委担当者 事務局長 事務局次長 小 教 研  中教研 高教研 県司書大会 県司書部会長 

岩本 俊一 

近藤 節正 

江口 浩三 

大原 利貞 

    

  

 大原 利貞 
    

  

岩本 俊一 

近藤 節正 

江口 浩三 

大原 利貞 影山  剛 
 

    

岩本 俊一 

江口 浩三 
大原 利貞 

影山  剛 

内田 暁郎 

 
    

竹内亥三美 大原 利貞 
影山  剛 

内田 暁郎 

 
    

 大原 利貞  
 

    

 大原 利貞  
 

    

 大原 利貞       

 大原 利貞     
(1) 岡山県学校 

司書会総会 
 

 大原 利貞     
(2) 岡山県学校 

司書会総会 
 

竹内亥三美 

冨山大三郎 
大原 利貞     

(3) 岡山県学校 

司書会総会 
 

竹内亥三美 

冨山大三郎 
大原 利貞     

(4) 岡山県学校 

司書会総会 
 

竹内亥三美 

冨山大三郎 
大原 利貞     

(5) 岡山県学校 

司書会総会 
 

竹内亥三美 

冨山大三郎 
大原 利貞 藤森 賢一    

(6) 岡山県学校 

司書会総会 
 

 大原 利貞 鳥越 義親 三島 一夫 神原 利一 
川端  清 

佐藤  稔 
  

 大熊 圭祐 鳥越 義親 三島 一夫 神原 利一 
川端  清 

佐藤  稔 
  

蒲田 欣二 

竹内 虎男 
清野 有司 幾田  尚 三島 一夫 神原 利一 

川端  清 

佐藤  稔 
  

蒲田 欣二 

平坂 倶通 
清野 有司 幾田  尚 

三島 一夫 

渡辺 武士 

神原 利一 

川合 四良 

川端  清 

佐藤  稔 
  

蒲田 欣二 

平坂 倶通 
清野 有司 幾田  尚 

三島 一夫 

渡辺 武士 

梶原良太郎 

末平 雅夫 

川端  清 

佐藤  稔 
  

蒲田 欣二 

平坂 倶通 
清野 有司 幾田  尚 

林  幸彦 

渡辺 武士 

広江 利夫 

相谷 道夫 

板谷 二郎 

横田 恭治 
  

蒲田 欣二 

新海 章吾 
幾田  尚 木村 祐造 

林  幸彦 

渡辺 武士 

広江 利夫 

吉富  進 

板谷 二郎 

横田 恭治 
(1)  岡 山 安原 みどり 

蒲田 欣二 

新海 章吾 
幾田  尚 木村 祐造 

小林  元 

渡辺 武士 

広江 利夫 

高尾 弘志 

桐野 事雄 

高田 哲夫 
(2)  玉 野 安原 みどり 

蒲田 欣二 

新海 章吾 
幾田  尚 木村 祐造 

小林  元 

渡辺 武士 

広江 利夫 

高尾 弘志 

桐野 事雄 

田口 重俊 
(3)  倉 敷 安原 みどり 

山﨑  蕃 

新海 章吾 
木村 祐造 堤   護 

小林  元 

渡辺 武士 

坪井 隆二 

黒住 郁雄 

桐野 事雄 

田口 重俊 
(4)  津 山 安原 みどり 

山﨑  蕃 

新海 章吾 
木村 祐造 松本  功 

小林  元 

渡辺 武士 

坪井 隆二 

黒住 郁雄 

金谷 達夫 

田口 重俊 
(5)  岡 山 安原 みどり 

山﨑  蕃 

新海 章吾 
木村 祐造 松本  功 

赤木  庚 

渡辺 武士 

坪井 隆二 

黒住 郁雄 

金谷 達夫 

河村 金二 
(6)  玉 野 安原 みどり 

須和田秀一 

山﨑  蕃 
木村 祐造 松本  功 

赤木  庚 

山名 徳則 

松本  猛 

相谷 道男 

金谷 達夫 

德永  優 
(7)  倉 敷 片山 峰子 

須和田秀一 

藤原 康宏 
木村 祐造 松本  功 

赤木  庚 

山名 徳則 

松本  猛 

末平 雅夫 

金谷 達夫 

德永  優 
(8)  津 山 片山 峰子 
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西暦 年号 研究集録 全国大会 中国大会 県 大 会  県大会講師 主要行事など 会   長 副  会  長 

1978 
昭和 

53 
15号 (21) 佐 賀 

 
(24)  瀬 戸 三木  卓 表彰式（感想文） 

村井 董直 

（芳泉） 

赤木  庚（妹尾小） 

松本  猛（京山中） 

1979 54 16号  (11) 下 関 (25)  岡 山 金田一春彦 30周年 
村井 董直 

（芳泉） 

新井 正志（牧石小） 

森安  萌（旭 中） 

1980 55 17号 (22) 盛 岡  (26)  新 見 松島 栄一  
宮脇  律 

（芳泉） 

石井  汎（芳泉小） 

森安  萌（旭 中） 

1981 56 18号  (12) 広 島 (27)  久 米 斉藤  実  
宮脇  律 

（芳泉） 

石井  汎（芳泉小） 

森安  萌（旭 中） 

1982 57 19号 (23) 伊 勢  (28)  和 気 灰谷健次郎  
宮脇  律 

（芳泉） 

野上 賢二（竜之口小） 
森安  萌（旭 中） 

1983 58 20号  (13) 浜 田 (29)  総 社 松谷みよ子  
宮脇  律 

（芳泉） 

野上 賢二（竜之口小） 
森安  萌（福南中） 

1984 59 21号 (24) 山 口  (30)  高 梁 高木 敏子  
宮脇  律 

（芳泉） 

渡辺 武士（荘内小） 

森安  萌（福南中） 

1985 60 22号  (14) 高 梁 
(31)  高 梁 

（兼中国） 
松山 善三  

槇野 昭輝 

（芳泉） 

渡辺 武士（荘内小） 

黒住 郁雄（足守中） 

1986 61 23号 (25) 那 覇  (32)  真 庭 倉本  聰  
西田  譲 

（一宮） 

森川 鐵也（馬屋上小） 
村田 重臣（石井中） 

1987 62 24号  (15) 米 子 (33)  笠 岡 宮城まり子  
西田  譲 

（一宮） 

古川 正治（加茂小） 

岡島  将（興除中） 

1988 63 25号 (26) 札 幌  (34)  備 前 矢口 高雄  
杉山 定雄 

（一宮） 

田代 尚夫（平島小） 

岡島  将（興除中） 

1989 
平成 

元 
26号  (16) 宇 部 (35)  岡 山 河合 雅雄 40周年 

幾田  尚 

（西大寺） 

長安早智子（芳泉小） 

岡島  将（操南中） 

1990 2 27号 (27) 松 江  (36)  新 見 柴田  一  
幾田  尚 

（西大寺） 

森谷 浩平（野谷小） 

岡島  将（操南中） 

1991 3 28号  (17) 広 島 (37)  勝 田 岩崎 京子 
第11回学校司書全国
研究集会 （於 岡山） 

坪井 克己 

（西大寺） 

森谷 浩平（野谷小） 

岡島  将（操南中） 

1992 4 29号 (28) 福 岡  (38)  倉 敷 福田襄之介  
皆木 徹典 

（和気閑谷） 
森谷 浩平（野谷小） 

大月  要（丸之内中） 
1993 5 30号  (18) 益 田 (39)  御 津 宮地 暢夫  

皆木 徹典 

（和気閑谷） 
長崎 幡子（加茂小） 

平田嬉世子（中山中） 

1994 6 31号 (29) 秋 田  (40)  川 上 富永 一朗  
中野  宏 

(倉敷古城池) 

瀬戸川 宏（宇野小） 

白神 幸世（京山中） 

1995 7 32号  (19) 鳥 取    
中野  宏 

(倉敷古城池) 

瀬戸川 宏（宇野小） 

赤木 久児（藤田中） 

1996 8 33号 (30) 埼 玉  (41)  英 田 あさのあつこ  
中野  宏 

(倉敷古城池) 

亀高 嘉彦（深柢小） 

赤木 久児（藤田中） 

1997 9 34号  (20) 岡 山 

(42)  総社，
真備 

（兼中国） 

阿刀田 高  
大山 晉右 

(倉敷古城池) 

亀高 嘉彦（深柢小） 

赤木 久児（藤田中） 

1998 10 35号 (31) 金 沢     
鴨頭  脩 

（倉敷青陵） 
菱川 成雄（高島小） 

香川 璋子（高松中） 

1999 11 36号  (21) 岩 国 (43)  岡 山 塩見  昇 50周年 
鴨頭  脩 

（倉敷青陵） 
菱川 成雄（高島小） 

香川 璋子（高松中） 

2000 12 37号 (32) 奈 良  
(44)  新見・ 

阿哲 
灰谷健次郎  

川井章三郎 

（倉敷南） 

菱川 成雄（城東台小） 
香川 璋子（高松中） 

2001 13 38号  (22) 広 島    
山根  健 

（倉敷南） 

菱川 成雄（城東台小） 
綿谷 佳男（灘崎中） 

2002 14 39号 (33) 横 浜  (45)  津 山 後藤 竜二  
大嶋 俊宣 

（倉敷天城） 
料治 育子（伊島小） 

綿谷 佳男（灘崎中） 

2003 15 40号  (23) 出 雲    
大嶋 俊宣 

（倉敷天城） 
料治 育子（伊島小） 

綿谷 佳男（福南中） 

2004 16 41号 (34) びわこ・くさつ  
(46)  井原， 

後月 
佐々 木正美  

高槻  健 

(倉敷古城池) 

坪井由紀子（政田小） 

綿谷 佳男（福南中） 

2005 17 42号  (24) 倉 吉    
高槻  健 

(倉敷古城池) 

坪井由紀子（政田小） 

綿谷 佳男（福南中） 
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県教委担当者 事務局長 事務局次長 小 教 研  中教研 高教研 県司書大会 県司書部会長 

国塩 輝昭 山吹 堯敏 萩原 一之 
赤木  庚 

山名 徳則 

森安  萌 

相谷 道男 

村井 董直 

岡   博 
(9)  岡 山 片山 峰子 

国塩 輝昭 山吹 堯敏 柴岡  元 
新井 正志 

三宅 敏文 

森安  萌 

相谷 道男 

村井 董直 

岡   博 
(10)  玉 野 片山 峰子 

国塩 輝昭 山吹 堯敏 柴岡  元 
石井  汎 

福間トキコ 

森安  萌 

相谷 道男 

宮脇  律 

岡   博 
(11)  倉 敷 片山 峰子 

国塩 輝昭 山吹 堯敏 萩原 一之 
石井  汎 

福間トキコ 

森安  萌 

相谷 道男 

宮脇  律 

大熊 圭祐 
(12)  津 山 片山 峰子 

国塩 輝昭 萩原 一之 臼井 省三 
野上 賢二 

横山 定子 

森安  萌 

瀬戸川 宏 

宮脇  律 

大熊 圭祐 
(13)  岡 山 守屋千冬子 

国塩 輝昭 萩原 一之 臼井 省三 
野上 賢二 

横山 定子 

森安  萌 

瀬戸川 宏 

宮脇  律 

大熊 圭祐 
(14)  玉 野 守屋千冬子 

国塩 輝昭 萩原 一之 臼井 省三 
渡辺 武士 

福間トキコ 

森安  萌 

瀬戸川 宏 

宮脇  律 

山吹 堯敏 
(15)  倉 敷 守屋千冬子 

国塩 輝昭 萩原 一之 山吹 堯敏 
渡辺 武士 

福間トキコ 

黒住 郁雄 

瀬戸川 宏 

槇野 昭輝 

山吹 堯敏 
(16)  津 山 守屋千冬子 

岸田  崇 萩原 一之 佐伯 誠一 
森川 鐵也 

福間トキコ 

村田 重臣 

白河左江子 

西田  譲 

服部 亮介 
(17)  岡 山 安達 正恵 

岸田  崇 松本 正志 藤本 善三 
古川 正治 

岡本 敏枝 

岡島  将 

白河左江子 

西田  譲 

服部 亮介 
(18)  玉 野 安達 正恵 

岸田  崇 松本 正志 竹井 千庫 
田代 尚夫 

岡本 敏枝 

岡島  将 

白河左江子 

杉山 定雄 

服部 亮介 
(19)  倉 敷 青江 暉子 

広本 勝裕 門野 茂蔵 田中 修二 
長安早智子 

藤田 真実 

岡島  将 

白河左江子 

幾田  尚 

川原  昇 
(20)  津 山 青江 暉子 

広本 勝裕 波多野研爾 田中 修二 
森谷 浩平 

藤田 真実 

岡島  将 

白河左江子 

幾田  尚 

川原  昇 
(21)  岡 山 青江 暉子 

広本 勝裕 田中 修二 石井 寛子 
森谷 浩平 

松浦 順子 

岡島  将 

坪井 敬也 

坪井 克己 

八木 和一 
(22)  玉 野 青江 暉子 

広本 勝裕 小山 輝基 阪田 俊介 
森谷 浩平 

岡崎 明宏 

大月  要 

坪井 敬也 

皆木 徹典 

若狭 真司 
(23)  倉 敷 青江 暉子 

広本 勝裕 小山 輝基 後藤 信介 
長崎 幡子 

島田 保弘 

平田嬉世子 

岡田 敏雄 

皆木 徹典 

若狭 真司 
(24)  津 山 青江 暉子 

広本 勝裕 国富 浩二 畝岡 睦美 
瀬戸川 宏 

石川真佐代 

白神 幸昌 

岡田 敏雄 

門田 正充 

中野  宏 

佐守 謙一 
(25)  岡 山 守屋千冬子 

広本 勝裕 田辺 宏海 国富 浩二 
瀬戸川 宏 

石川真佐代 

赤木 久児 

門田 正充 

中野  宏 

佐守 謙一 
(26)  玉 野 守屋千冬子 

藤井 洋一 田辺 宏海 福尾浩一郎 
亀高 嘉彦 

石川真佐代 

赤木 久児 

門田 正充 

利守 雅行 

中野  宏 

佐守 謙一 
(27)  倉 敷 佐藤 菊江 

藤井 洋一 田辺 宏海 福尾浩一郎 
亀高 嘉彦 

石川真佐代 

赤木 久児 

門田 正充 

利守 雅行 

大山 晉右 

佐守 謙一 
(28)  津 山 佐藤 菊江 

桑木 一郎 小山 秀樹 三棹 章弘 
菱川 成雄 

宮田あけみ 

香川 璋子 

原  清行 

鴨頭  脩 

森本  篤 
(29)  岡 山 小野 暁子 

桑木 一郎 小山 秀樹 三棹 章弘 
菱川 成雄 

宮田あけみ 

香川 璋子 

原  清行 

鴨頭  脩 

森本  篤 
(30)  玉 野 小野 暁子 

桑木 一郎 石井 美鶴 樋口 貴子 
菱川 成雄 

宮田あけみ 

香川 璋子 

利守 雅行 

原  清行 

川井 章三郎 

尾崎 寛子 
(31)  倉 敷 

小野 暁子 

鹿野 恵子 

大滝 一登 石井 美鶴 樋口 貴子 
菱川 成雄 

宮田あけみ 

綿谷 佳男 

利守 雅行 

原  清行 

山根  健 

細川 直子 
(32)  津 山 鹿野 恵子 

大滝 一登 有松 幹雄 行藤  潔 
料治 育子 

原野かおり 

綿谷 佳男 

利守 雅行 

海野 行晴 

大嶋 俊宣 

三宅 博己 
(33)  岡 山 

鹿野 恵子 

岡本信二郎 

大滝 一登 三宅 博己 深見 啓行 
料治 育子 

髙橋かおり 

綿谷 佳男 

海野 行晴 

利守 雅行 

大嶋 俊宣 

深見 啓行 
(34)  玉 野 岡本信二郎 

大滝 一登 山内 邦世 （な し） 
坪井由紀子 

大亀 光子 

綿谷 佳男 

利守 雅行 

有友 雅人 

高槻  健 

有本登貴子 
(35)  倉 敷 

岡本信二郎 

宇原 郁世 

大滝 一登 山内 邦世 （な し） 
坪井由紀子 

大亀 光子 

綿谷 佳男 

利守 雅行 

有友 雅人 

高槻  健 

有本登貴子 
研修会（倉敷） 宇原 郁世 
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西暦 年号 研究集録 全国大会 中国大会 県 大 会  県大会講師 主要行事など 会   長 副  会  長 

2006 18 43号 (35) 郡 山 

 

   
山下  滋 

（倉敷青陵） 
岡本 利和（御南中） 

竹内 裕子（可知小） 

2007 19 44号  (25) 岡 山 (47)  岡 山 高畑  勲  
永井  裕 

（倉敷青陵） 
河本 雅明（建部中） 

竹内 裕子（可知小） 

2008 20 45号 (36) 熊 本 
 

   
髙木二三男 

（倉敷南） 

木多 敏江（御津中） 

東馬 英子（中山小） 

2009 21 46号  (26) 下 関 (48)  鏡 野 今江 祥智  
赤木 圭介 

（倉敷南） 

木多 敏江（御津中） 

東馬 英子（中山小） 

2010 22 47号 (37) 静 岡 
 

   
坂江  誠 

（倉敷天城） 
山本 健五（御津中） 

岸  律子（御南小） 

2011 23 48号  (27) 広 島 (49)  矢 掛 赤木かん子  
岡野 貴司 

（倉敷天城） 
山本 健五（御津中） 

岸  律子（御南小） 

2012 24 49号 (38) 米 子 
 

   
中桐 哲則 

（玉島） 

山本 健五（御津中） 

服部由利子（古都小） 

2013 25 50号  (28) 浜 田 (50)吉備中央 田澤 雄作  
國府島貞司 

（玉島） 

大川 泰栄（上道中） 

服部由利子（東疇小） 

2014 26 51号 (39) 甲 府 
 

   
藤井 健平 

（総社） 

大塚  仁（甲浦小） 

藤井  隆（上道中） 

2015 27 52号  (29) 倉 敷 (51)  倉 敷 小嶋 光信  
藤井 健平 

（総社） 

大塚  仁（甲浦小） 

藤井  隆（上道中） 

2016 28 53号 (40)神 戸     
福田 邦男 

（倉敷古城池） 

高田 恵子 

（馬屋下小） 

門田 正充（岡輝中） 

2017 29 54号  (30) 米 子 (52)  津 山 平田オリザ  
福田 邦男 

（倉敷古城池 

高田 恵子 

（馬屋下小） 

門田 正充（岡輝中） 

2018 30 55号 (41)富山高岡     
土家 槇夫 

（倉敷青陵） 
山本 義人（千種小） 

藤井  隆（高松中） 

2019 1 56号  (31)  山 口 (53)  岡 山 村中李衣  
髙槻 信博 

（倉敷青陵） 
山本 義人（千種小） 

水畑 法生（岡北中） 

2020 2 57号      
鳥越 信行 

(倉敷南) 

森   淳  (岡南小） 
青木 伸晃（操南中）   
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県教委担当者 事務局長 事務局次長 小 教 研  中 教 研 高 教 研 県司書大会 県司書部会長 

大滝 一登 

高尾 敏也 
石本 正樹 （なし） 

竹内 裕子 

有松 裕子 

岡本 利和 

利守 雅行 

有友 雅人 

山下  滋 

井上 裕子 
(36)  岡 山 

景山 美香 

坂口 桂蔵 

高尾 敏也 石本 正樹 （なし） 
竹内 裕子 

有松 裕子 

河本 雅明 

利守 雅行 

有友 雅人 

永井  裕 

井上 裕子 
研修会（津山） 坂口 桂蔵 

高尾 敏也 

武田 祥江 
志部 雄介 （なし） 

東馬 英子 

丸橋 弘子 

木多 敏江 

有友 雅人 

利守 雅行 

髙木 二三男 

藤田 京子 
(37)  倉 敷 

坂口 桂蔵 

池田 桂子 

武田 祥江 

田中 善美 
永山  整 （なし） 

東馬 英子 

丸橋 弘子 

木多 敏江 

有友 雅人 

利守 雅行 

赤木 圭介 

藤田 京子 
研修会（玉野） 池田 桂子 

武田 祥江 

田中 善美 
佐藤 敦子 （なし） 

岸  律子 

安藤 弘子 

山本 健五 

宗實恵利子 

利守 雅行 

坂江  誠 

小野 恭子 
(38)  岡 山 

池田 桂子 

二部野陽子 

乙倉  寛 

藤本真砂子 
佐藤 敦子 （なし） 

岸  律子 

安藤 弘子 

山本 健五 

宗實恵利子 

利守 雅行 

岡野 貴司 

小野 恭子 
研修会（岡山） 二部野陽子 

乙倉  寛 

石本康一郎 
佐藤 俊英 （なし） 

服部由利子 

二宮 典子 

山本 健五 

宗實恵利子 

利守 雅行 

中桐 哲則 

尾﨑 寛子 
(39)  倉 敷 

二部野陽子 

米倉 弥生 

乙倉  寛 

藤本真砂子 
佐藤 俊英 （なし） 

服部由利子 

二宮 典子 

大川 泰栄 

宗實恵利子 

利守 雅行 

國府島 貞司 

尾﨑 寛子 
研修会（津山） 米倉 弥生 

辻田 詔子 

須藤由美江 
大野 里江子 （なし） 

大塚  仁 

中村さつき 

小川  薫 

藤井  隆 

岡田恵利子 

利守 雅行 

藤井 健平 

柳井 典子 
(40)  岡 山 

米倉 弥生 

原  弘江 

森川  悟 

新田 治彦 
大野 里江子 （なし） 

大塚  仁 

中村さつき 

小川  薫 

藤井  隆 

永守 志帆 

金田 益美 

藤井 健平 

柳井 典子 
研修会（玉野） 原  弘江 

岡本 里香 

三宅 健夫 
末吉 美加子 （なし） 

高田 恵子 

山根 和佳子 

勝浦 由子 

門田 正充 

永守 志帆 

金田 益美 

福田 邦男 

児島 真理子 
(41) 倉 敷 

原  弘江 

西村 百代 

岡本 里香 

江尻 寛正 
末吉 美加子 （なし） 

高田 恵子 

山根 和佳子 

勝浦 由子 

門田 正充 

仁科 恵子 

佐伯 詩帆 

福田 邦男 

太田  淳 
研修会（倉敷） 西村 百代 

岡本 里香 

江尻 寛正 
王尾 宏造 （なし） 

山本 義人 

太田 淑子 

酒本  薫 

藤井  隆 

仁科 恵子 

佐伯 詩帆 

土家 槇夫 

大口 千恵子 
（42）岡 山 

西村 百代 

成本 由貴 

丹原 知哉 

江尻 寛正 
王尾 宏造 （なし） 

山本 義人 

太田 淑子 

酒本  薫 

水畑 法生 

笹野 恭代 

海野 行晴 

髙槻 信博 

大口 千恵子 
（43）岡 山 成本 由貴 

丹原 知哉 

江尻 寛正 
平松 玲子 （なし） 

森  淳 

早川 夕加里 

武田 綾子 

青木 伸晃 

笹野 恭代 

海野 行晴 

鳥越 信行 

髙橋 綾美 
 

成本 由貴 

大橋 昭子 
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